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小
河
滋
次
郎
と
英
米
の
行
刑
学
者
た
ち 

　
　
　
　

―

マ
コ
ノ
キ
ー
、
ク
ロ
フ
ト
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー―

小　

野　

修　

三

一
、
は
じ
め
に

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
そ
の
著
書
『
人
気
が
あ
る
正
義
』（
第
二
版
、
一
九
九
八
年
）
の
な
か
で
、
不
定
期
刑
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
パ
ロ
ー
ル
（
保

護
観
察
）
の
歴
史
に
関
し
て
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
お
け
る
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ

キ
ー
（
一
七
八
七
年
～
一
八
六
〇
年
）
の
業
績
、
そ
し
て
そ
の
マ
コ
ノ
キ
ー
に
学
ん
だ
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
ン
（
一
八
一
五
年
～
一
八
九
七
年
）

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
行
な
っ
た
条
件
付
き
出
所
制
度
に
言
及
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
ク
ロ
フ
ト
ン
の
実
験
の
故
に
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
は
パ
ロ
ー
ル
の
こ
と
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
制
度
と
呼
ん
だ
。
ク
ロ
フ
ト
ン
の
書
い
た
論
文
は
ま
た

〔
一
八
七
〇
年
開
催
第
一
回
全
米
刑
務
所
協
会
〕
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
会
議
で
読
ま
れ
た
。（
中
略
）
つ
ま
り
、
ボ
ー
モ
ン
と
ト
ク
ヴ
ィ
ル
と
が
ア
メ
リ
カ
の
刑

務
所
を
学
ぶ
べ
く
や
っ
て
来
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
人
は
他
の
国
々
か
ら
パ
ロ
ー
ル
の
思
想
を
借
り
た
の
で
あ
る
（
（
（

。」

本
稿
は
こ
う
し
た
「
こ
と
が
ら
」
の
連
続
的
継
起
に
関
す
る
説
明
に
対
し
て
、「
ひ
と
」
の
次
元
に
立
っ
た
説
明
を
行
な
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、「
ひ
と
」
の
次
元
に
立
っ
た
時
、
つ
ま
り
伝
記
的
な
説
明
を
試
み
る
時
に
は
、
不
連
続
の
側
面
が
紛
れ
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
犯
罪
者

た
ち
を
「
社
会
復
帰
さ
れ
得
る
存
在
だ
と
信
じ
て
、
マ
コ
ノ
キ
ー
は
後
に
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
が
エ
ル
マ
イ
ラ
矯
正
所
に
適
用
す
る
『
点マ
ー
ク数
』
制
度
を
開
発
し

た
（
（
（

」
と
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
説
明
す
る
。
確
か
に
二
〇
世
紀
に
入
り
現
役
を
退
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
（
一
八
二
七
年
～
一
九
二
〇
年
）
が
執
筆
し
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た
自
伝
『
刑
務
所
勤
務
の
五
十
年
』（
一
九
一
二
年
）
の
な
か
で
は
、
マ
コ
ノ
キ
ー
ら
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
が
前

世
紀
現
役
当
時
参
考
に
す
る
こ
と
の
出
来
た
行
刑
上
の
業
績
と
し
て
、
当
初
マ
コ
ノ
キ
ー
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
言
わ
ん
が
た
め
で
あ

っ
た
。
む
し
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
先
行
業
績
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
同
じ
仕
事
を
ア
メ
リ
カ
で
な
し
遂
げ
た
自
分
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
す
な
わ

ち
、
不
定
期
刑
の
宣
告
に
関
し
て

「
私
が
初
め
て
執
筆
し
た
当
時
、
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
ン
の
名
高
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
刑
務
所
制
度
に
つ
い
て
、
ウ
ェ（マ
マ
）スタ
ン
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
制
度
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
ス
ペ
イ
ン
の
モ
ン
テ
シ
ー
ノ
の
注
目
す
べ
き
刑
務
所
行
政
に
つ
い
て
私
は
そ
の
情
報
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
場
合
と
同
一
の
基
礎
原
理
が
こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
実
例
の
な
か
に
脈
打
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
不
定

期
刑
の
宣
告
制
度
は
私
が
指
摘
す
る
通
り
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
囚
人
の
性
格
に
お
い
て
幾
分
か
異
な
り
、
そ
し
て
市
民
の
社
会
環
境
に
お
い
て
は
相
当

に
異
な
り
、
ま
た
矯
正
手
段
の
範
囲
お
よ
び
行
使
の
仕
方
に
お
い
て
も
、
後
に
エ
ル
マ
イ
ラ
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
相
当
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
（
（
（

。」

一
方
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
補
遺
版
（
（
（

の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で

「
行
方
不
明
者
」
だ
っ
た
一
人
と
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
の
名
が
登
場
し
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
ン
の
名
は
そ
こ
で
も
見
当
た
ら
な
い
。

確
か
に
両
者
と
も
最
新
版
（
二
〇
〇
四
年
）
の
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
（
（

』
で
は
読
む
こ

と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
。

マ
コ
ノ
キ
ー
と
い
う
「
ひ
と
」
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
不
定
期
刑
や
パ
ロ
ー
ル
の
関
連
で
い
ず
れ
に
せ
よ
必
ず
言
及
さ
れ
る
有
名
な
人
物
（
（
（

で
あ
る
に
も
係

わ
ら
ず
、
何
故
に
母
国
の
人
名
事
典
『
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
に
こ
れ
ま
で
掲
載
さ
れ
な
い
「
忘
れ
ら
れ
た

人
（
（
（

」
だ
っ
た
の
か
。
本
稿
は
イ
ギ
リ
ス
の
行
刑
学
の
世
界
、
広
く
は
統
治
の
世
界
で
は
マ
コ
ノ
キ
ー
が
疎
ま
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
マ
コ
ノ
キ
ー
の
扱
わ
れ
方
は
、
日
本
の
行
刑
学
の
世
界
、
広
く
統
治
の
世
界
に
お
け
る
小
河
滋
次
郎
の
場
合
と
一
種
共
通
す
る
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
小
河
の
場
合
に
お
い
て
叙
述
し
、
小
河
と
の
対
比
に
お
い
て
マ
コ
ノ
キ
ー
、
さ
ら
に
ク
ロ
フ
ト
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ

ェ
ー
に
つ
い
て
も
若
干
言
及
し
た
い
と
思
う
。
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）Zebulon Reed Brockw

ay, Fifty Y
ears of Prison Service: A

n A
utobiography .O

riginally published 1912, reprinted 1969 by Patterson Sm
ith Publishing 

Corporation, M
ontclair, N
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）O
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で
は
マ
コ
ノ
キ
ー
に
関
し
て
、
そ
し
て
同
書 V

ol.14, pp.253 –255 

で
は
ク
ロ
フ
ト
ン
に
関
し
て
執
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さ
れ
て
い
る
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）Frederick H
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 (N
ew

 Y
ork, Boston: 

T
hom
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ell &
 Com
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（
7
）K

enneth M
aconochie, Captain A

lexander M
aconochie, R.N

., K
.H

. : Sociologist and Penal Reform
er, “H

ow
ard Journal ”, V

ol.9, N
o.3 (1956), p.235.　

な
お 

British Biographical Index., edited by D
avid Bank &

 A
nthony Esposito, U

niversity of Glasgow
 (London, M

elbourne, M
unich, N

ew
 Y

ork: K
. G. Saur, 

1990), 728, 46 –47

に
は
、
マ
コ
ノ
キ
ー
に
関
し
てBoase, F., M

odern E
nglish biography, 6v. 1892 –1921 

お
よ
び O

’Byrne, W
.R., biographical dictionary. 1849 

の
二
文
献
中
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
マ
コ
ノ
キ
ー
の
没
年
は
一
八
六
〇
年
な
の
で
、
後
者
の
記
事
は
そ
の
存
命
中
の
記
録
で
あ
り
、「
彼
は
ロ
ン
ド
ン
地
理
学
協
会
の

前
事
務
局
長
で
あ
り
、
現
在
は
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
副
知
事
の
秘
書
で
あ
る
。
既
婚
で
、
子
供
が
い
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

二
、
小
河
滋
次
郎
に
向
け
ら
れ
た
好
意
と
敵
意

本
稿
の
筆
者
は
小
河
滋
次
郎
に
関
す
る
評
価
と
し
て
は
、
そ
の
恩
師
穂
積
陳
重
に
よ
る
次
の
証
言
を
以
前
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在
は
こ
れ
に
一

定
の
疑
義
を
感
ず
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
も
う
一
度
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

「
監
獄
行
政
は
だ
い
ぶ
長
い
間
内
務
省
で
主
管
さ
れ
て
居
た
が
、
明
治
三
十
一
、
二
年
頃
司
法
省
に
移
管
さ
れ
、
從
て
小
河
君
も
共
に
司
法
省
に
行
つ

た
。
即
ち
小
河
君
は
内
務
司
法
の
兩
省
に
活
躍
し
た
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
云
ふ
と
内
務
省
時
代
は
得
意
で
、
司
法
省
時
代
は
失
意
で
あ
つ
た
。
と
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云
ふ
譯
は
、
内
務
省
は
、
監
獄
は
社
會
の
爲
に
存
在
し
て
居
る
と
の
觀
念
が
強
い
の
で
あ
る
が
、
司
法
省
で
見
る
と
、
監
獄
は
罪
惡
の
報
で
あ
る
が
故
に
、

監
獄
の
爲
に
監
獄
が
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。」

監
獄
行
政
が
内
務
省
か
ら
司
法
省
へ
と
正
式
に
移
管
さ
れ
る
の
は
明
治
三
三
年
で
あ
り
、
こ
の
点
は
訂
正
を
要
す
る
が
、
小
河
に
関
し
て
穂
積
が
提
示
す
る

「
得
意
」
の
時
代
と
「
失
意
」
の
時
代
と
い
う
分
け
方
自
体
は
な
お
十
分
に
説
得
的
だ
と
思
う
。
た
だ
本
稿
の
筆
者
が
最
近
不
満
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

そ
の
「
失
意
」
の
時
代
が
監
獄
行
政
の
移
管
と
共
に
始
ま
る
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
穂
積
は
「
小
河
君
の
考
は
ど
ち
ら
か
と
云
ふ
と
、
思
想
の
傾
向
が
内
務
省

的
で
あ
つ
て
、
司
法
省
的
で
は
な
か
つ
た
。
故
に
時
々
私
の
宅
な
ど
に
來
て
不
平
を
洩
し
て
居
た
。
さ
う
し
て
遂
に
小
河
君
は
淸
國
獄
制
顧
問
と
云
ふ
名
目
で

彼
の
國
へ
赴
任
し
た
（
（
（

」
と
説
明
し
、
ま
ず
も
っ
て
得
意
と
失
意
を
内
務
省
時
代
と
司
法
時
代
と
に
分
け
て
考
え
て
い
た
わ
け
だ
が
、
本
稿
の
筆
者
は
穂
積
が
言

う
と
こ
ろ
の
「
遂
に
」
清
国
獄
制
顧
問
と
し
て
赴
任
し
た
そ
の
明
治
四
〇
年
代
初
め
か
ら
小
河
の
「
失
意
」
の
時
代
は
始
ま
る
、
と
考
え
た
い
と
思
う
。
そ
の

赴
任
以
前
の
司
法
省
時
代
は
ま
だ
決
定
的
な
「
失
意
」
の
時
代
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
点
を
昭
和
八
年
刊
行
の
『
刑
務

所
長
會
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
』（
刑
務
協
會
）
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
論
じ
て
見
た
い
と
思
う
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
内
務
省
内
に
お
い
て
い
か
に
小
河
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
何
人
か
の
訓
示
演
述
か
ら
紹
介
し
た
い
。
最
初
は
明
治
三
〇
年

典
監
獄
會
議
の
席
上
で
の
樺
山
資
紀
内
務
大
臣
演
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
諸
君
ニ
本
官
ノ
意
向
ヲ
陳
述
シ
テ
置
キ
タ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
（
中
略
）
一
體
此
監
獄
ノ
事
ニ
付
キ
マ
シ
テ
ハ
從
來
御
研
究
モ
ア
リ
夫
々
能
ク
御
勉
勵
下

サ
レ
テ
追
々
此
改
良
ノ
効
モ
見
エ
ル
譯
テ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
此
文
明
ノ
眞
想
ヲ
其
國
ニ
於
テ
見
ル
コ
ト
ハ
監
獄
ヲ
見
ル
ニ
如
ク
ハ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
兼
テ

承
知
シ
テ
居
ル
（
中
略
）
小
河
典
獄
ハ
此
萬
國
監
獄
會
ニ
臨
マ
レ
テ
親
シ
ク
各
國
ノ
監
獄
ノ
情
態
組
織
等
モ
知
悉
セ
ラ
レ
テ
居
ル
我
々
モ
過
般
來
夫
々
小

河
君
カ
實
驗
セ
ラ
レ
タ
處
ヲ
承
知
シ
テ
誠
ニ
惑
ヒ
ヲ
開
ク
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
此
監
獄
改
造
ニ
付
テ
モ
今
申
ス
通
リ
文
明
ノ
國
テ
モ
今
ニ
適
セ
ヌ
ト
云
フ

コ
ト
ヲ
聞
キ
マ
シ
タ
カ
ラ
余
程
之
ヲ
講
究
シ
テ
此
時
勢
ニ
適
當
ナ
ル
構
造
ヲ
計
畫
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
依
テ
小
河
君
ニ
其
事
モ
内
命
シ
テ
ア
ル
本
官
ノ
希
望
ス

ル
處
ハ
願
ク
ハ
全
國
一
統
ニ
此
監
獄
構
造
モ
改
良
ニ
ナ
リ
タ
イ
ト
云
フ
考
ヘ
ヲ
持
テ
居
リ
マ
ス
（
（（
（

」。

小
河
は
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
第
五
回
万
国
監
獄
会
議
に
政
府
委
員
と
し
て
初
め
て
出
席
す
る
た
め
明
治
二
八
年
三
月
に
日
本
を
離
れ
、
会
議
終
了
後
も
滞
欧

生
活
を
続
け
、
ベ
ル
リ
ン
、
ボ
ン
で
の
留
学
生
活
を
経
て
、
明
治
三
〇
年
一
月
に
帰
国
し
て
い
た
（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
樺
山
内
務
大
臣
演
説
は
小
河
に
と
っ
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て
は
帰
朝
後
間
も
な
い
頃
に
行
な
わ
れ
、
小
河
の
出
張
報
告
を
高
く
評
価
す
る
も
の
だ
っ
た
。
な
お
明
治
三
〇
年
当
時
小
河
は
内
務
省
監
獄
局
事
務
官
で
あ
っ

た
は
ず
で
、
何
故
に
「
小
河
典
獄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
明
治
三
二
年
五
月
典
獄
会
議
の
席
上
で
の
大
久
保
利
武
内
務
省
監
獄
局
長
の
演
説
を
見
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
今
度
大
臣
ヨ
リ
御
招
集
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
諸
君
ノ
此
處
ニ
御
會
同
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ノ
ハ
唯
今
大
臣
次
官
ヨ
リ
縷
々
御
諭
示
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
此
改
正
條
約

ノ
期
ガ
此
七
月
ト
云
フ
誠
ニ
間
近
カ
ナ
期
ニ
差
迫
ツ
テ
参
ツ
タ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
色
々
考
ヘ
テ
見
マ
ス
ル
ト
我
ガ
監
獄
ノ
歴
史
ニ
就
テ
今
日
ハ
誠
ニ

特
記
ス
ヘ
キ
時
代
ニ
恰
モ
到
來
シ
テ
居
ル
ト
考
ヘ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ハ
多
年
我
官
民
共
ニ
熱
望
シ
テ
其
成
功
ヲ
俟
ツ
テ
居
リ
マ
シ
タ
條
約
改

正
ガ
其
功
ヲ
奏
シ
マ
シ
テ
正
シ
ク
實
施
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
至
リ
マ
シ
タ
ル
ハ
實
ニ
我
監
獄
ノ
歴
史
ニ
特
記
ス
ベ
キ
コ
ト
ヽ
思
ヒ
マ
ス
ル
シ
、
又
我
々

當
局
者
ガ
其
時
代
ニ
立
ツ
テ
監
獄
ノ
事
ニ
從
事
ス
ル
ト
云
フ
ハ
非
常
ニ
名
譽
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
又
光
榮
ア
ル
コ
ト
ヽ
思
フ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
是
カ
ラ
文
明

國
ノ
仲
間
入
ヲ
シ
マ
シ
テ
文
明
國
ノ
人
々
モ
我
ガ
司
法
權
幷
ニ
行
政
権
ノ
下
ニ
立
ツ
テ
御
互
ノ
行
政
權
ノ
下
ニ
立
ツ
テ
刑
罰
モ
加
ヘ
文
明
國
ノ
人
々
ヲ
敎

誨
モ
シ
敎
育
モ
シ
凡
テ
我
ガ
國
民
同
様
ニ
取
扱
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
諸
君
ノ
責
任
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
イ
今
日
一
層
其
重

キ
ヲ
加
ヘ
ル
コ
ト
ヽ
考
ヘ
テ
居
リ
マ
ス
夫
ニ
就
キ
マ
シ
テ
モ
内
務
省
デ
ハ
種
々
準
備
ヲ
致
シ
テ
置
キ
マ
シ
タ
コ
ト
ガ
、
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
シ
テ
今
日
ヨ
リ

シ
テ
諸
君
ノ
諮
問
ニ
掛
ケ
テ
御
意
見
ヲ
叩
キ
又
將
來
此
監
獄
ト
云
フ
至
難
ノ
事
業
ヲ
ヤ
リ
遂
ゲ
テ
我
帝
國
ノ
文
明
國
ト
シ
テ
ノ
國
威
ヲ
發
揚
セ
ン
コ
ト
ニ

努
メ
ラ
レ
タ
イ
御
主
意
テ
招
集
ニ
ナ
ツ
タ
コ
ト
ヽ
思
ヒ
マ
ス
（
（（
（

」。

明
治
三
二
年
七
月
条
約
改
正
に
伴
う
外
国
人
犯
罪
者
に
対
す
る
日
本
政
府
に
よ
る
権
限
行
使
が
開
始
さ
れ
た
当
時
、
外
国
人
す
な
わ
ち
「
文
明
國
ノ
人
々
モ

我
ガ
司
法
權
幷
ニ
行
政
権
ノ
下
ニ
」
置
か
れ
る
と
い
う
「
我
帝
國
ノ
文
明
國
ト
シ
テ
ノ
國
威
」
の
「
發
揚
」
が
小
河
ら
に
よ
る
「
監
獄
改
造
」
の
努
力
に
よ
っ

て
可
能
と
な
っ
た
瞬
間
が
記
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
と
同
時
期
に
行
刑
権
限
の
内
務
省
か
ら
司
法
省
へ
の
移
管
、
ま
た
監
獄
費
国
庫
支
弁
が
行
な
わ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
転
換
直
前
の
明
治
三
三
年
典
獄
會
議
席
上
に
お
け
る
西
郷
從
道
内
務
大
臣
演
説
に
は
こ
う
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
本
年
十
月
ヨ
リ
監
獄
費
ハ
總
テ
國
費
ヲ
以
テ
支
辦
ス
ル
事
ト
ナ
リ
從
ツ
テ
諸
君
ニ
於
テ
モ
爾
今
一
層
經
費
ノ
節
約
ヲ
計
リ
漫
リ
ニ
國
庫
ノ
負
擔
ヲ
シ
テ
重

カ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
ク
進
ン
テ
益
々
之
カ
改
良
ヲ
遂
ケ
罪
囚
處
遇
ノ
方
法
ニ
於
テ
劃
一
公
平
ヲ
期
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
計
ラ
ル
ヘ
シ
（
（（
（

」。

そ
し
て
こ
の
監
獄
費
国
庫
支
弁
が
始
ま
る
に
際
し
て
は
、
内
務
大
臣
演
説
に
あ
る
「
一
層
經
費
ノ
節
約
」
だ
け
で
は
な
く
、
次
の
内
務
次
官
訓
達
に
あ
る
通
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り
「
監
獄
ノ
収
入
ヲ
増
加
ス
ル
コ
ト
」
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
監
獄
ノ
規
律
ヲ
紊
シ
マ
セ
ヌ
限
リ
ハ
奨
勵
ヲ
加
ヘ
テ
而
シ
テ
監
獄
ノ
収
入
ヲ
増
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
圖
ル
コ
ト
ニ
御
注
意
ニ
ナ
ル
コ
ト
カ
是
又
必
要
ノ
コ

ト
デ
コ
サ
イ
マ
ス
要
ス
ル
所
監
獄
ノ
經
濟
ハ
將
來
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
自
カ
ラ
自
衛
獨
立
ノ
方
針
ヲ
採
リ
マ
シ
テ
此
方
針
ニ
向
ツ
テ
進
ミ
マ
ス
ル
コ
ト
カ
國

ノ
財
政
上
ヨ
リ
申
シ
マ
シ
テ
モ
又
ハ
此
監
獄
ノ
改
良
ヲ
將
來
計
畫
致
シ
マ
ス
ル
上
ニ
於
キ
マ
シ
テ
モ
何
事
ニ
モ
附
添
ヒ
マ
ス
ル
コ
ト
ハ
經
費
ノ
事
テ
コ
サ

イ
マ
ス
（
（（
（

」。

そ
し
て
こ
れ
に
続
く
久
保
田
貫
一
監
獄
局
長
演
説
で
は
「
一
面
消
極
ニ
費
用
ヲ
節
減
致
シ
マ
ス
ル
方
ノ
注
意
ハ
勿
論
又
積
極
ニ
ハ
此
作
業
上
ノ
収
入
ノ
増
加

ヲ
圖
リ
マ
ス
ル
コ
ト
ハ
大
層
必
要
ナ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
參
リ
マ
ス
（
中
略
）
猶
唯
此
經
費
ヲ
節
減
ス
ル
収
入
ヲ
増
加
致
ス
斯
ウ
云
フ
事
ハ
カ
リ
ヲ
御
話
致
シ
マ
ス

ル
ト
或
ハ
語
弊
カ
コ
サ
イ
マ
シ
テ
何
カ
ツ
イ
監
獄
テ
金
儲
サ
ヘ
ス
レ
ハ
宜
イ
様
ナ
コ
ト
ニ
或
ハ
言
葉
ノ
足
リ
マ
セ
ヌ
爲
メ
ニ
御
考
ニ
ナ
ラ
レ
マ
シ
テ
ハ
一
大
事

テ
ア
リ
マ
ス
勿
論
是
等
ハ
辯
解
ヲ
致
シ
マ
ス
ル
ノ
必
要
ハ
コ
サ
イ
マ
セ
ヌ
カ
唯
此
場
合
心
配
ノ
餘
リ
經
濟
々
々
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
申
シ
マ
ス
ル
ト
左
様
ナ
行
違
ヒ

ヲ
生
シ
マ
シ
テ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
一
言
申
述
へ
テ
置
キ
マ
ス
ル
（
（（
（

」
と
あ
っ
た
。

一
方
、
政
策
転
換
直
後
の
明
治
三
四
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
典
獄
会
議
の
席
上
、
清
浦
奎
吾
司
法
大
臣
は
次
の
よ
う
な
演
説
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
監
獄
主
管
ノ
移
動
及
ヒ
監
獄
費
國
庫
支
辦
ノ
實
施
以
來
各
位
ヲ
本
省
ニ
召
集
シ
タ
ル
ハ
今
回
ヲ
以
テ
始
メ
ト
ス
召
集
ノ
旨
趣
ハ
此
ノ
獄
制
改
良
ノ
上

ニ
一
新
紀
元
ヲ
開
キ
タ
ル
以
來
ノ
施
設
及
ヒ
將
來
ノ
經
營
ニ
關
シ
親
シ
ク
指
示
ヲ
ナ
シ
且
ツ
汎
ク
之
ニ
對
ス
ル
各
位
意
見
ヲ
諮
問
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
ヲ
認

メ
タ
レ
バ
ナ
リ
／
昨
年
七
月
監
獄
事
務
ヲ
以
テ
本
省
ノ
主
管
ニ
移
シ
タ
ル
以
來
本
省
ニ
於
テ
ハ
其
整
理
ノ
實
況
ヲ
監
督
視
察
セ
シ
メ
ン
カ
爲
メ
ニ
特
ニ
監

獄
局
長
ヲ
始
メ
關
係
官
吏
ヲ
各
地
方
ニ
派
シ
周
到
ナ
ル
調
査
ヲ
爲
サ
シ
メ
タ
ル
ニ
概
シ
テ
比
較
的
成
績
良
好
ナ
ル
報
告
ニ
接
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
本
大
臣
ノ

大
ニ
滿
足
ト
ス
ル
所
ナ
リ
是
畢
竟
各
位
カ
能
ク
監
獄
改
良
ノ
本
旨
ヲ
體
シ
テ
鋭
意
其
職
務
ニ
鞅
掌
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
結
果
タ
ル
ヲ
疑
ハ
ス
ト
雖
モ
尚
ホ
益
々
進

ン
テ
治
獄
ノ
改
善
ヲ
施
ス
ヘ
キ
ノ
事
項
少
カ
ラ
ス
各
位
ハ
宜
シ
ク
今
日
ノ
小
成
ニ
安
ン
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
一
層
大
ニ
奮
勵
努
力
セ
ラ
ル
ヽ
所
ア
ラ
ン
事
ヲ
望

ム
（
中
略
）
／
作
業
ハ
行
刑
ノ
要
素
ニ
シ
テ
之
ニ
依
テ
以
テ
懶
惰
ノ
性
ヲ
矯
メ
勤
勉
自
活
ノ
習
慣
ヲ
馴
致
ス
ル
ノ
目
的
ナ
リ
之
ヲ
利
用
シ
併
セ
テ
以
テ
監

獄
ノ
収
入
ヲ
計
ル
ノ
用
ニ
充
ツ
ル
ハ
最
モ
必
要
ト
ス
ル
所
ニ
シ
テ
此
點
ニ
關
シ
各
位
ノ
監
獄
經
濟
ニ
注
意
ス
ル
ハ
甚
タ
満
足
ス
ル
所
ナ
リ
ト
雖
モ
尚
ホ
一

層
能
ク
作
業
眞
旨
趣
ノ
在
ル
所
ヲ
解
シ
彼
等
無
職
ノ
徒
ヲ
シ
テ
有
益
ノ
業
務
ニ
就
キ
其
全
力
ヲ
注
テ
之
レ
ヲ
勤
勉
ス
ル
ノ
美
風
ニ
馴
致
セ
シ
メ
サ
ル
可
カ

― �（125）―



ラ
ス
既
ニ
監
獄
作
業
ヲ
以
テ
行
刑
ノ
一
手
段
ト
爲
ス
以
上
ハ
漫
ニ
収
入
等
ニ
重
キ
ヲ
置
キ
之
レ
カ
爲
メ
終
ニ
必
要
ノ
教
誨
教
育
時
間
ヲ
短
縮
シ
若
ク
ハ
其

他
刑
罰
執
行
ノ
旨
趣
ヲ
破
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ル
可
ラ
ス
（
（（
（

」。

こ
の
明
治
三
四
年
と
い
う
既
に
司
法
省
に
行
刑
権
限
が
移
管
さ
れ
た
時
点
で
、
作
業
は
「
懶
惰
ノ
性
ヲ
矯
メ
勤
勉
自
活
ノ
習
慣
ヲ
馴
致
ス
ル
ノ
目
的
」
で
行

な
わ
れ
る
と
の
原
則
が
、
司
法
大
臣
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
た
。
清
浦
奎
吾
の
演
説
で
は
あ
っ
た
が
、「
作
業
ハ
行
刑
ノ
要
素
」
と
す
る
小
河
の
行
刑
学
（
（（
（

の

代
弁
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
小
河
の
行
刑
学
を
採
用
せ
ん
と
す
る
傾
向
は
続
く
明
治
三
六
年
四
月
の
典
獄
會
同
席
上
で
の
清
浦
奎
吾
司
法
大
臣
演
説
要
領
筆

記
で
も
露
わ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
監
獄
事
業
ハ
司
法
事
業
ト
形
影
相
伴
フ
ノ
密
接
ナ
ル
關
係
ヲ
有
ス
ヘ
キ
ハ
言
フ
ヲ
俟
タ
ス
同
時
ニ
マ
タ
犯
罪
ノ
事
前
事
後
ニ
關
ス
ル
行
政
各
般
ノ
設

備
殊
ニ
警
察
、
教
育
、
濟
貧
、
少
年
感
化
、
免
囚
保
護
等
ノ
制
度
ト
歩
調
ヲ
齊
一
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
俟
テ
始
メ
テ
其
犯
罪
豫
防
制
遏
ノ
任
務
ヲ
全
フ
シ
得
ヘ

キ
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
各
位
ハ
宜
シ
ク
厚
ク
此
點
ニ
注
意
ヲ
加
ヘ
其
監
督
權
ノ
地
方
行
政
長
官
ノ
手
ヨ
リ
離
レ
タ
リ
ト
ノ
故
ヲ
以
テ
或
ハ
知
ラ
ス
識
ラ
ス
ノ

間
ニ
行
政
官
廳
ト
ノ
疏
通
ヲ
缺
ク
ニ
至
ル
カ
如
キ
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
ハ
勿
論
地
方
長
官
ニ
對
ス
ル
職
務
上
ノ
關
係
ハ
事
實
殆
ン
ト
從
前
ノ
如
ク
ナ
リ

ト
ノ
心
得
ヲ
以
テ
事
ニ
應
シ
自
ラ
進
ン
テ
其
好
意
的
指
導
ヲ
求
ム
ル
等
一
層
努
メ
テ
地
方
行
政
官
廳
ト
ノ
關
係
ヲ
親
密
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
（
（（
（

」。

「
犯
罪
豫
防
制
遏
」
は
「
行
政
各
般
ノ
設
備
殊
ニ
警
察
、
教
育
、
濟
貧
、
少
年
感
化
、
免
囚
保
護
等
ノ
制
度
ト
歩
調
ヲ
齊
一
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
俟
テ
始
メ
テ
」

可
能
に
な
る
と
は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
の
小
河
の
持
論
（
（（
（

で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
典
獄
ら
に
清
浦
は
司
法
大
臣
と
し
て
訓
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
清
浦
は
小
河
の
持
論
た
る
少
年
犯
罪
へ
の
教
育
的
対
応
、
す
な
わ
ち
「
幼
年
監
獄
ニ
對
ス
ル
理
想
」
も
共
有
し
て
い
た
。
同
じ
明
治
三
六
年
四
月
の
典
獄

會
同
席
上
で
、
清
浦
奎
吾
司
法
大
臣
は
こ
う
も
述
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
一
般
犯
罪
豫
防
ノ
設
備
ニ
就
テ
ハ
今
尚
不
完
全
ナ
ル
ヲ
免
カ
レ
ザ
ル
ノ
實
况
ナ
リ
ト
雖
モ
少
ク
モ
累
犯
防
遏
ノ
方
法
ニ
就
テ
ハ
監
獄
行
政
ノ
上
ヨ
リ

之
レ
ニ
向
テ
尚
ホ
大
ニ
力
ヲ
竭
ス
ベ
キ
餘
地
ナ
キ
ニ
非
ス
犯
罪
者
ノ
類
別
其
宜
シ
キ
ヲ
得
テ
之
ニ
對
シ
テ
各
々
其
ノ
相
當
ノ
處
遇
ヲ
施
シ
罪
惡
傳
播
ノ
弊

ヲ
防
グ
ト
共
ニ
進
ン
デ
改
良
感
化
ノ
道
ヲ
講
ス
ル
カ
如
キ
ハ
固
ヨ
リ
治
獄
ノ
要
務
ト
シ
テ
當
局
者
ノ
努
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
處
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
モ

殊
ニ
幼
年
犯
罪
者
ニ
對
シ
テ
之
ヲ
改
良
感
化
ス
ル
ノ
道
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
累
犯
防
遏
ノ
上
ニ
最
モ
必
要
ニ
シ
テ
且
有
効
ナ
ル
急
務
ナ
リ
ト
信
ズ
然
ル
ニ
今
日

ニ
於
ケ
ル
監
獄
ノ
實
况
ニ
就
テ
之
ヲ
見
ル
ニ
此
點
ニ
關
ス
ル
設
備
及
ビ
管
理
ノ
甚
ダ
不
完
全
ナ
ル
カ
爲
メ
ニ
監
獄
ニ
拘
禁
ス
ル
ノ
結
果
或
ハ
益
々
幼
年
犯
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罪
者
ヲ
惡
化
セ
シ
ム
ル
ノ
弊
ナ
キ
ヲ
得
ス
是
レ
蓋
シ
普
通
同
一
ノ
監
獄
ニ
之
ヲ
集
禁
ス
ル
ノ
結
果
ト
シ
テ
殆
ン
ト
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
ト
謂
フ
ヘ

シ
能
ク
此
弊
ヲ
防
テ
次
テ
幼
年
犯
罪
者
處
遇
ノ
道
ヲ
全
フ
セ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
別
ニ
幼
年
監
獄
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
設
ク
ル
カ
若
ク
ハ
一
監
獄
内
峻　

巖
ナ
ル
離
隔
ノ

下
ニ
幼
年
拘
禁
部
ヲ
特
置
ス
ル
ニ
如
カ
ス
依
テ
將
來
ニ
於
テ
ハ
漸
次
此
方
針
ヲ
以
テ
設
計
セ
シ
ム
ル
所
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
既
ニ
其
ノ
第
一
着
手
ト
シ
テ

埼
玉
監
獄
ノ
川
越
分
監
ヲ
幼
年
監
ニ
指
定
シ
假
リ
ニ
東
京
ヲ
始
メ
附
近
二
三
ノ
地
方
ニ
生
ス
ル
幼
年
囚
及
懲
治
人
ヲ
此
ニ
集
メ
定
員
七
八
十
名
内
外
ノ
範

囲
ニ
於
テ
試
ミ
ニ
先
ツ
其
管
理
ノ
利
害
便
否
ヲ
經
驗
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヽ
セ
リ
其
實
唯
タ
從
來
ノ
支
署
其
儘
ノ
物
ヲ
幼
年
監
ニ
指
定
シ
タ
リ
ト
謂
フ
ニ
過
キ

ス
シ
テ
敢
テ
之
レ
カ
爲
メ
ニ
特
別
ノ
施
設
ヲ
加
ヘ
タ
ル
ニ
非
ス
且
ツ
經
驗
ノ
日
尚
ホ
淺
キ
ヲ
以
テ
其
成
績
ニ
就
テ
未
タ
是
非
ノ
判
定
ヲ
下
ス
コ
ト
能
ハ
ス

ト
雖
ト
モ
然
カ
モ
典
獄
始
メ
部
下
職
員
ノ
熱
心
以
テ
經
營
盡
力
ス
ル
處
ア
リ
シ
結
果
略
ホ
幼
年
監
獄
ニ
對
ス
ル
理
想
ノ
空
シ
カ
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
信
認
ス
ル

ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
其
ノ
幼
年
囚
ト
懲
治
人
ト
性
質
ノ
全
ク
相
異
ナ
ル
ヘ
キ
者
ヲ
同
一
場
所
ニ
集
禁
シ
タ
ル
カ
如
キ
ハ
固
ト
ヨ
リ
實
際
上
ノ
必
要
ニ
基
キ
タ

ル
一
時
ノ
變
例
タ
ル
ニ
過
キ
ス
幼
年
監
獄
設
置
ノ
精
神
ニ
シ
テ
若
シ
能
ク
實
際
ノ
上
ニ
活
動
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ハ
自
ラ
司
法
上
懲
治
處
分
ノ
増
加

ト
共
ニ
幼
年
囚
ニ
對
ス
ル
刑
期
等
ニ
モ
亦
實
功
ニ
適
ス
ヘ
キ
相
當
ノ
斟
酌
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
早
晩
更
ニ
進
テ
懲
治
人
ヲ
幼
年
囚
ヨ
リ
離
隔
ス
ル
ノ
必
要

ア
ル
ヘ
キ
ハ
今
ヨ
リ
豫
期
ス
ル
處
ナ
リ
尚
幼
年
監
ノ
設
置
ニ
對
ス
ル
将
來
ノ
計
畫
ニ
就
テ
ハ
別
ニ
案
ヲ
具
シ
テ
各
位
ニ
諮
詢
ス
ル
處
ア
ル
ニ
依
リ
能
ク
實

際
ノ
便
否
ヲ
考
査
シ
テ
以
テ
其
意
見
ヲ
提
出
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
（
（（
（

」。

こ
の
「
埼
玉
監
獄
ノ
川
越
分
監
ヲ
幼
年
監
ニ
」
と
い
う
形
で
の
、
行
刑
に
お
け
る
教
育
の
要
素
の
重
視
と
い
う
政
策
が
、
司
法
大
臣
の
演
説
の
な
か
で
明
確

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
観
察
す
る
以
上
、
小
河
の
司
法
省
時
代
を
「
失
意
」
の
時
代
と
呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
政
策
こ
そ
小
河
の
主
張

そ
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
明
治
三
六
年
の
司
法
大
臣
演
説
に
続
く
指
示
事
項
の
な
か
で
、
そ
の
十
七
番
目
と
し
て
次
の
一
項
目
が
示
さ
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
現
今
各
監
獄
ノ
實
况
ニ
就
テ
之
ヲ
觀
ル
ニ
教
育
ハ
單
ニ
幼
年
囚
ノ
ミ
ニ
之
ヲ
施
シ
未
丁
年
囚
ニ
對
シ
テ
ハ
往
々
全
ク
之
ヲ
行
ハ
サ
ル
向
ナ
キ
ニ
ア
ラ

ス
教
育
ノ
感
化
上
有
効
ナ
ル
ハ
今
更
ニ
言
ヲ
要
セ
ス
未
丁
年
者
ハ
概
シ
テ
教
育
ノ
必
要
ア
ル
カ
故
ニ
就
學
若
ク
ハ
自
修
ノ
方
法
ニ
依
リ
彼
等
ノ
心
性
ヲ
陶

治
啓
發
セ
シ
ム
ヘ
キ
ハ
勿
論
ニ
シ
テ
丁
年
以
上
ノ
者
ト
雖
モ
必
要
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
對
シ
テ
ハ
便
宜
教
育
ヲ
施
ス
コ
ト
ア
ル
ヲ
要
ス
而
シ
テ
此
等
ノ
就
學

ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ヽ
教
育
時
間
ハ
一
週
六
時
間
ヲ
超
ユ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
（（
（

」。
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こ
う
し
た
「
教
育
」
へ
の
配
慮
な
い
し
小
河
の
行
刑
思
想
の
影
響
力
は
、
日
露
戦
争
と
い
う
「
軍
國
多
事
ノ
難
局
」（
一
四
二
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
「
監
獄

經
濟
ノ
要
義
」（
同
右
）
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
な
お
浸
透
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
八
年
五
月
典
獄
會
同
席
上
で
の
波
多
野
敬
直
司
法
大
臣

訓
示
演
説
の
な
か
で
は
、
教
誨
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
個
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
教
誨
ノ
力
ハ
固
ト
ヨ
リ
一
朝
ニ
シ
テ
能
ク
奏
功
ヲ
期
待
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
、
然
カ
モ
彼
レ
ノ
境
遇
ハ
少
ク
モ
同
情
慈
光
ノ
糧
ニ
渇
仰
ス
ル
ノ
切
ナ
ル
ヲ

疑
ハ
ス
、
善
人
尚
ホ
往
生
ス
况
ン
ヤ
惡
人
ヲ
ヤ
、
他
力
濟
度
ノ
門
ハ
正
ニ
彼
レ
ノ
前
ニ
開
カ
レ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
謂
フ
ヘ
シ
、
能
ク
開
發
ノ
機
縁
ヲ

察
シ
誘
導
其
宜
シ
キ
ヲ
得
ル
ニ
於
テ
ハ
教
化
ノ
功
、
更
ニ
大
ニ
見
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
ト
信
ス
、
教
務
當
局
者
ハ
普
ク
罪
囚
個
人
ニ
直
接
シ
深
ク
其
眞
相
ヲ

知
悉
ス
ル
所
ア
ル
ト
共
ニ
厚
ク
彼
レ
ノ
信
頼
ヲ
繋
キ
敬
仰
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
（（
（

」。

「
親
鸞
信
者
（
（（
（

」
た
る
小
河
が
代
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
一
節
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
波
多
野
司
法
大
臣
自
身
が
浄
土
真
宗
の
信
徒
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
三
八
年
の
段
階
で
小
河
の
行
刑
理
論
が
司
法
省
に
お
い
て
影
響
力
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
小
河
を
全
面
否
定
す
る
矢
が
典
獄
會
同
で
放
た
れ
た
の
は
、『
刑
務
所
長
會
同
席
上
ニ
於
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
』
で
見
る
限
り
、
明
治
四
一
年
六

月
に
行
な
わ
れ
た
同
會
同
で
の
小
山
温
監
獄
局
長
演
説
に
お
い
て
初
め
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
嚆
矢
は
小
河
が
「
淸
國
獄
制
顧
問
と
云
ふ
名
目
で
彼
の
國
へ
赴
任

し
た
」
後
に
放
た
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
河
の
面
前
で
は
決
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
小
河
批
判
で
あ
っ
た
。「
犯
罪
豫
防
制
遏
」
の
た
め
に
は
い
か

な
る
方
策
が
相
応
し
い
か
と
い
う
議
論
は
消
え
、「
監
獄
ハ
紀
律
ノ
府
」
な
の
だ
か
ら
「
紀
律
ヲ
嚴
ニ
」
す
る
と
の
同
語
反
復
が
只
管
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

「
代
々
ノ
司
法
大
臣
ノ
訓
示
演
説
ヲ
拝
見
致
シ
マ
ス
ト
、
常
ニ
監
獄
ニ
於
テ
ハ
紀
律
ヲ
嚴
ニ
シ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
訓
示
サ
レ
テ
居
ル
。

又
現
ニ
一
昨
日
ノ
大
臣
ノ
訓
示
ニ
モ
『
紀
律
ハ
監
獄
ノ
生
命
ナ
リ
』
ト
イ
ハ
レ
テ
居
ル
、
實
ニ
其
通
リ
テ
ア
ル
。
監
獄
ハ
紀
律
ノ
府
テ
ア
ル
。
紀
律
ニ
依

ツ
テ
存
在
ス
ル
ノ
テ
ア
ル
。
紀
律
カ
弛
緩
シ
タ
ナ
ラ
ハ
、
紀
律
カ
ナ
イ
ナ
ラ
ハ
監
獄
ハ
唯
一
ツ
ノ
建
物
タ
ル
ニ
過
キ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
。
刑
罰
ノ
執
行
ハ
其
性

質
ト
シ
テ
嚴
正
テ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
故
ニ
監
獄
ニ
於
テ
ハ
最
モ
嚴
正
ニ
紀
律
カ
行
ハ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
。
犯
罪
人
ヲ
待
ツ
ニ
ハ
紀
律
ヲ
以
テ
シ

ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
。
我
々
常
ニ
聞
ク
所
テ
ア
リ
マ
ス
。
犯
罪
人
ト
雖
モ
人
類
テ
ア
ル
。
刑
罰
ニ
處
セ
ラ
レ
タ
者
ト
雖
モ
人
間
テ
ア
ル
。
故
ニ
人

類
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
能
ク
聞
ク
コ
ト
テ
ア
ル
。
之
レ
ハ
其
通
リ
テ
ア
ル
。
人
類
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
。
ソ
レ
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ヲ
逆
ニ
本
官
ヲ
シ
テ
言
ハ
シ
ム
レ
ハ
犬
ヤ
猫
ヲ
可
愛
カ
ル
ヤ
ウ
ナ
風
ニ
可
愛
カ
ツ
テ
ハ
イ
カ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
。
心
ア
ル
人
間
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ

テ
ア
ル
。
人
類
ト
シ
テ
哀
憐
ノ
情
カ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
監
獄
官
吏
ハ
同
情
ノ
念
カ
ナ
ケ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
ソ
レ
ハ
勿
論
ノ
話
テ
ア
ル
。
併
シ
ナ
カ
ラ
其
哀

憐
同
情
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
譬
ヘ
テ
申
サ
ハ
嚴
父
カ
其
兒
ニ
對
ス
ル
モ
ノ
テ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
愚
母
カ
其
寵
兒
ニ
對
ス
ル
モ
ノ
テ
ア
ツ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
テ
ア

ル
。
老
牛
舐
犢
ノ
愛
ト
イ
フ
愛
テ
ア
ツ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
テ
ア
ル
。
刑
罰
ニ
處
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
可
哀
相
テ
ア
ル
。
故
ニ
紀
律
ヲ
弛
ネ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト

イ
フ
コ
ト
ハ
ト
ウ
シ
テ
モ
言
ハ
レ
ナ
イ
ト
思
フ
。
可
哀
相
テ
ア
ル
カ
ラ
紀
律
ヲ
嚴
ニ
シ
テ
、
其
破
リ
タ
ル
紀
律
ニ
服
セ
シ
ム
ル
ノ
テ
ア
ル
。
國
家
ノ
紀
律

ヲ
破
リ
タ
ル
爲
ニ
刑
罰
ニ
處
セ
ラ
レ
タ
ノ
テ
ア
ル
。
徒
ラ
ニ
紀
律
ヲ
弛
メ
テ
犬
猫
ヲ
愛
ス
ル
カ
如
キ
ニ
愛
シ
タ
レ
ハ
ト
テ
、
唯
驕
ラ
セ
ル
ノ
ミ
テ
ア
ツ
テ
、

之
ヲ
善
心
ニ
立
返
ヘ
ラ
シ
ム
ル
即
チ
紀
律
ニ
從
フ
ノ
人
民
タ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
出
來
ナ
イ
コ
ト
ヽ
信
ス
ル
ノ
テ
ア
ル
。
ソ
レ
ハ
監
獄
一
般
ニ
就
テ
申
シ
タ

ノ
テ
ア
リ
マ
ス
カ
、
監
獄
法
第
二
條
ノ
監
獄
、
即
チ
幼
年
監
ト
イ
フ
モ
ノ
モ
、
監
獄
以
外
ニ
十
八
歳
未
満
ノ
者
ヲ
出
ス
ト
イ
フ
ノ
テ
ハ
ナ
イ
。
十
八
歳
未

満
ノ
者
ハ
大
人
ノ
惡
感
化
ヲ
受
ケ
、
大
人
ニ
教
ヘ
ラ
レ
ル
コ
ト
ヲ
避
ケ
ル
ト
同
時
ニ
、
教
育
ヲ
施
シ
作
業
ヲ
課
ス
ル
上
ニ
於
テ
大
人
ト
同
視
ス
ル
コ
ト
カ

出
來
ナ
イ
カ
ラ
別
ノ
監
獄
ニ
容
レ
ル
ノ
テ
ア
ル
。
故
ニ
矢
張
リ
監
獄
テ
ア
ツ
テ
、
監
獄
ノ
外
ニ
出
ス
ノ
テ
ハ
ナ
イ
。
換
言
ス
レ
ハ
感
化
院
テ
モ
ナ
ク
學
校

テ
モ
ナ
イ
。
或
ハ
十
八
歳
未
満
ノ
不
良
少
年
ハ
監
獄
ニ
送
ラ
ス
シ
テ
、
即
チ
刑
罰
ヲ
科
セ
ス
シ
テ
監
獄
以
外
ニ
送
リ
、
或
ハ
學
校
ニ
送
ツ
テ
教
育
セ
シ
ム

ル
カ
得
策
テ
ア
ル
ト
イ
フ
説
ハ
コ
サ
イ
マ
セ
ウ
。
強
チ
其
説
ヲ
惡
ル
イ
ト
ハ
申
サ
ヌ
。
併
シ
ナ
カ
ラ
ソ
レ
ハ
國
家
カ
如
何
ニ
制
度
ヲ
立
テ
ル
ヤ
ト
イ
フ
時

ノ
議
論
テ
ア
ツ
テ
、
立
法
問
題
テ
ア
ル
既
ニ
國
家
カ
刑
罰
ヲ
科
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
テ
監
獄
ニ
容
レ
マ
シ
タ
時
ニ
司
獄
官
カ
云
々
ス
ル
問
題
テ
ハ
ナ
イ
ノ
テ

ア
ル
。
監
獄
タ
ル
コ
ト
ニ
疑
ナ
イ
。
既
ニ
監
獄
テ
ア
レ
ハ
他
ノ
監
獄
ト
共
ニ
紀
律
ヲ
嚴
正
ニ
守
ラ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ハ
勿
論
ノ
話
テ
ア
ル
。
幼
年
者

タ
カ
ラ
シ
テ
紀
律
ヲ
破
ラ
シ
ム
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ノ
ヨ
イ
筈
カ
ナ
イ
ノ
テ
ア
ル
。
幼
年
ノ
中
ニ
紀
律
ニ
從
ハ
セ
ネ
ハ
紀
律
ニ
從
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
恒
ト
ス
ル
者

ニ
ナ
ル
ノ
テ
ア
ル
。
故
ニ
監
獄
ニ
容
レ
ル
ノ
テ
ア
ル
。
然
ル
ニ
再
ヒ
監
獄
テ
紀
律
ヲ
亂
サ
シ
ム
ル
習
慣
ヲ
付
ケ
マ
ス
レ
ハ
、
決
シ
テ
是
カ
善
良
ナ
ル
國
民

ト
ナ
ル
ヘ
キ
筈
カ
ナ
イ
ノ
テ
ア
ル
。
犯
罪
防
遏
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
カ
出
來
ナ
イ
ノ
テ
ア
ル
。
然
ル
ヲ
監
獄
官
吏
カ
幼
年
監
獄
ヲ
感
化
院
ト
シ
或
ハ
學

校
ト
爲
シ
タ
リ
ト
ス
レ
ハ
監
獄
官
吏
カ
國
家
ノ
法
制
ヲ
自
己
ノ
説
ニ
從
ハ
シ
メ
タ
ノ
テ
ア
ル
。
國
家
ノ
紀
律
ヲ
破
ツ
タ
ノ
テ
ア
ル
。
自
己
カ
紀
律
ヲ
破
ツ

テ
他
人
ニ
紀
律
ニ
從
ハ
シ
メ
ヤ
ウ
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
到
底
出
來
ナ
イ
相
談
テ
ア
ル
。
諸
君
此
點
ニ
三
思
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
（
（（
（

」。

そ
し
て
こ
の
明
治
四
一
年
六
月
の
小
山
温
監
獄
局
長
演
説
か
ら
一
年
も
経
た
ぬ
明
治
四
二
年
四
月
開
催
の
典
獄
會
同
の
席
上
、
同
局
長
は
さ
ら
に
次
の
演
説
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を
行
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
言
わ
ば
刑
務
所
の
内
側
に
お
け
る
、
行
刑
の
現
場
か
ら
小
河
の
行
刑
理
論
を
根
絶
や
さ
ん
と
す
る
意
図
を
越
え
、
刑
務
所
の
外
側
に

広
が
る
同
時
代
の
秩
序
全
般
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
意
図
が
鮮
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
刑
罰
執
行
ノ
目
的
ノ
一
ガ
囚
人
ヲ
感
化
ス
ル
ニ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
疑
ノ
ナ
イ
ト
コ
ロ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
之
ニ
對
シ
テ
反
對
ヲ
ス
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
、

併
シ
ナ
ガ
ラ
所
謂
感
化
主
義
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
侵
潤
ス
ル
ト
コ
ロ
ガ
餘
リ
甚
ダ
シ
ク
ハ
ナ
イ
カ
ト
イ
フ
感
ジ
ヲ
本
官
ハ
有
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
ル
、
受
刑
者
ヲ
シ

テ
過
ヲ
改
メ
テ
善
ニ
遷
ラ
シ
ム
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
目
的
ノ
一
デ
ア
ル
ガ
、
只
ソ
レ
ノ
ミ
ガ
刑
罰
執
行
ノ
目
的
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
、
學
者
ノ
所
謂
特
別
豫

防
ノ
外
ニ
一
般
豫
防
ノ
効
力
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
大
ナ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
、
語
ヲ
換
ヘ
テ
言
ヘ
バ
累
犯
ヲ
絶
滅
ス
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ガ
刑
罰
執
行
ノ
目
的
ノ
全
體
デ

ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
、
初
犯
ヲ
モ
絶
滅
ニ
歸
セ
シ
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ノ
デ
ア
ル
、
累
犯
絶
滅
即
チ
一
度
監
獄
ノ
門
ヲ
潜
ツ
タ
者
ハ
善
人
ニ
ス
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
非

社
會
性
ヲ
有
ツ
テ
居
ル
者
ハ
兎
モ
角
モ
一
度
監
獄
ノ
門
ヲ
潜
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ヽ
同
ジ
コ
ト
ニ
ナ
ル
、
刑
罰
ノ
目
的
ハ
サ
ウ
デ
ハ
ナ
イ
ト
信
ズ

ル
ノ
デ
ア
ル
、
刑
ハ
無
期
ヲ
期
ス
ル
ト
云
フ
ノ
ハ
古
來
ヨ
リ
ノ
言
葉
デ
ア
ツ
テ
間
違
ノ
ナ
イ
言
葉
デ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
、
ソ
レ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
感
化
主
義

結
構
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
諸
君
ノ
監
獄
ニ
拘
禁
セ
ラ
レ
ル
ト
コ
ロ
ノ
人
間
ノ
ミ
ヲ
目
的
ト
シ
テ
居
ラ
レ
テ
ハ
視
界
ガ
狭
キ
ニ
失
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
、
常
ニ
世
上

一
般
ノ
刑
罰
執
行
ニ
關
ス
ル
觀
念
如
何
ヲ
考
慮
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
或
ハ
或
ル
一
人
ヲ
感
化
ス
ル
爲
ニ
ハ
極
メ
テ
大
事
ニ
シ
テ
ヤ
ル
、
極
メ
テ
可
愛
ガ
ツ
テ

ヤ
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
目
的
ヲ
達
ス
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
、
併
ナ
ガ
ラ
サ
ウ
云
フ
刑
罰
ノ
執
行
ヲ
シ
テ
世
上
一
般
ノ
人
ガ
何
ヲ
考
ヘ
ル
、
刑
罰
ハ
犯
罪
行
為

ニ
對
ス
ル
制
裁
デ
ナ
ク
シ
テ
國
家
ノ
費
用
ヲ
以
テ
可
愛
ガ
ツ
テ
貰
フ
ト
云
フ
動
機
ヲ
作
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
、
ソ
レ
デ
ア
リ

マ
ス
カ
ラ
繰
返
シ
テ
申
シ
マ
ス
ガ
、
感
化
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
反
對
ス
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
罪
囚
ニ
對
シ
テ
ハ
改
過
遷
善
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
務
ム
ル
ノ
ハ
勿
論
デ
ア

ル
ガ
併
ナ
ガ
ラ
尚
ホ
常
ニ
世
上
一
般
ノ
コ
ト
ヲ
忘
レ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
刑
罰
ノ
執
行
ハ
其
人
ニ
對
シ
テ
行
フ
ノ
ミ
デ
ナ
イ
、
一
人
ニ
刑
罰
ヲ
行
フ
ノ
ハ
國
民

全
體
ニ
對
シ
テ
行
フ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
忘
却
セ
ラ
レ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
希
望
イ
タ
シ
マ
ス
（
（（
（

」。

間
違
い
な
く
、
明
治
四
一
年
、
四
二
年
の
典
獄
会
同
に
お
い
て
司
法
省
の
政
策
の
重
点
が
、
近
代
日
本
に
お
い
て
人
々
が
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
害
と
な

る
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
違
反
（「
非
社
會
性
」）
と
し
て
の
犯
罪
と
そ
れ
に
対
す
る
刑
罰
か
ら
、「
國
家
ノ
紀
律
ヲ
破
リ
タ
ル
」
犯
罪
と
そ
れ
に
対
す
る
「
國

民
全
體
ニ
對
シ
テ
行
フ
」
刑
罰
へ
と
転
換
さ
れ
る
瞬
間
を
わ
れ
わ
れ
は
目
撃
す
る
。
司
法
省
の
関
心
が
国
民
の
国
家
に
対
す
る
犯
罪
、
政
治
犯
に
向
け
ら
れ
る

こ
と
、
も
っ
と
端
的
に
言
え
ば
、
国
体
変
更
を
目
指
す
国
民
の
行
為
は
厳
罰
に
処
す
る
と
い
う
方
針
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
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明
治
政
府
の
こ
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
政
策
転
換
に
関
し
て
、
石
坂
巖
は
そ
の
『
知
の
定
点
』（
一
九
八
四
年
）
で
は
、
日
本
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
問
題
が
本
質
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、
資
本
主
義
の
発
展
そ
の
も
の
が
、
そ
の
前
提
で
あ
り
、
基
盤
で
も
あ
る
天
皇
制
的
秩
序
を
揺
り
動
か
し

か
ね
な
い
事
態
を
生
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
資
本
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
出
現
で
あ
る
。（
中
略
）
労
働
者
の
階
級

的
自
我
意
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
内
部
の
個
人
主
義
の
拡
が
り
も
、
一
君
万
民
制
の
天
皇
制
秩
序
を
土
台
か
ら
掘
り
崩
す
も
の
で
あ
っ

た
。
／
労
働
者
階
級
の
社
会
的
活
動
（
階
級
運
動
）
を
た
た
き
、
同
時
に
芽
生
え
始
め
た
〈
自
我
〉
を
、
個
人
の
内
面
の
奥
深
い
底
に
押
し
こ
め
る
。
こ

れ
が
仕
組
ま
れ
、
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ
た
『
大
逆
事
件
』
の
政
治
的
演
出
者
の
意
図
で
あ
っ
た
（
（（
（

。」

時
代
は
ま
さ
に
明
治
四
三
年
の
大
逆
事
件
前
夜
で
あ
り
、
国
民
の
側
に
お
け
る
天
皇
を
主
権
者
と
し
て
認
め
な
い
犯
罪
へ
の
「
犯
罪
豫
防
制
遏
」
を
行
な
う

こ
と
こ
そ
が
「
犯
罪
豫
防
制
遏
」
で
あ
り
、
青
年
の
「
改
良
感
化
ノ
道
」
を
整
備
す
る
こ
と
で
「
犯
罪
豫
防
制
遏
」
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
見
通
し
は
、

小
河
の
清
国
派
遣
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や
政
府
官
僚
の
考
慮
の
外
に
追
い
や
ら
れ
た
。
小
河
の
「
失
意
」
の
時
代
の
訪
れ
、
小
河
と
近
代
日
本
の
行

刑
史
と
の
接
点
が
失
わ
れ
る
瞬
間
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
8
）
穂
積
陳
重
「
小
河
滋
次
郎
博
士
と
監
獄
學
の
專
攻
」、『
穂
積
陳
重
遺
文
集
』
第
三
冊
（
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
）
四
五
四
～
四
五
九
ペ
ー
ジ
。
拙
稿
「
小
河
滋
次
郎―

監
獄

行
政
官
僚
の
誕
生―

」、『
三
田
商
学
研
究
』
四
一
巻
四
号
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
）、
一
七
六
～
一
七
七
ペ
ー
ジ
に
引
用
。

（
9
）
同
右
、
一
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
10
）『
自
明
治
十
七
年
十
一
月
至
昭
和
七
年　

刑
務
所
長
會
同
席
上
ニ
オ
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
』（
刑
務
協
會
、
昭
和
八
年
）、
二
二
～
二
五
ペ
ー
ジ
。
な
お
以
後
『
刑
務

所
長
會
同
』
と
略
称
。

（
11
）
拙
稿
「
若
き
日
の
小
河
滋
次
郎
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第
一
〇
号
（
一
九
九
九
年
）
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
12
）『
刑
務
所
長
會
同
』
五
一
～
五
二
ペ
ー
ジ
。

（
13
）
同
右
、
六
三
ペ
ー
ジ
。

（
14
）
同
右
、
六
六
ペ
ー
ジ
。

（
15
）
同
右
、
七
三
～
七
四
ペ
ー
ジ
。
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（
16
）
同
右
、
八
二
～
八
四
ペ
ー
ジ
。

（
17
）
小
河
滋
次
郎
「
給
與
工
銭
ノ
旨
趣
ヲ
論
ス
」、『
警
察
監
獄
學
會
雑
誌
』
第
二
号
、
一
七
ペ
ー
ジ
。
拙
稿
「
小
河
滋
次
郎―

監
獄
行
政
官
僚
の
誕
生―

」、『
三
田
商
学
研
究
』

四
一
巻
四
号
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
）、
一
八
〇
ペ
ー
ジ
に
引
用
。

（
18
）『
刑
務
所
長
會
同
』、
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
19
）
小
河
滋
次
郎
「
監
獄
ハ
内
務
省
ニ
属
ス
ヘ
キ
ヤ
將
タ
司
法
省
ニ
属
ス
ヘ
〔
キ
〕
ヤ
ノ
問
題
ニ
就
テ
」、『
監
獄
學
雑
誌
』
第
三
巻
第
一
三
号
、
明
治
二
五
年
九
月
、
一
四
ペ
ー

ジ
。
拙
稿
「
統
治
の
な
か
に
も
自
治
、
自
治
の
な
か
に
も
統
治
」、
高
畠
通
敏
編
『
現
代
市
民
政
治
論
』（
世
織
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
九
九
～
一
〇
一
ペ
ー
ジ
に
引
用
。

（
20
）『
刑
務
所
長
會
同
』
一
〇
四
～
一
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
21
）
同
右
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
22
）
同
右
、
一
四
六
～
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

（
23
）
相
田
良
雄
「
小
河
滋
次
郎
博
士
に
関
す
る
思
出
」、『
児
童
保
護
』
第
一
〇
巻
第
四
号
、
八
四
ペ
ー
ジ
。
拙
稿
「
小
河
滋
次
郎
と
そ
の
時
代
」、
市
川
・
梅
垣
・
柴
田
・
中
道

編
『
現
場
と
し
て
の
政
治
学
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
九
ペ
ー
ジ
に
引
用
。

（
24
）『
刑
務
所
長
會
同
』、
二
三
〇
～
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
25
）
同
右
、
二
四
五
～
二
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
26
）
石
坂
巖
『
知
の
定
点
』（
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
）
一
四
四
～
一
四
七
ペ
ー
ジ
。

三
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
に
向
け
ら
れ
た
好
意
と
敵
意

メ
ア
リ
ー
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
は
一
八
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
著
書
『
矯
正
的
行
刑
規
律
』
の
な
か
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
マ
コ
ノ
キ
ー
に
つ
い
て
、
彼
は
「
お

そ
ら
く
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
矯
正
的
行
刑
規
律
に
お
け
る
最
高
に
し
て
最
大
の
成
果
を
一
八
四
〇
年
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
挙
げ
た
（
（（
（

」
と
評
し
、
マ
コ
ノ
キ

ー
自
身
が
一
八
三
九
年
に
残
し
た
言
葉
を
引
用
し
て
、
再
犯
者
へ
の
再
度
の
処
罰
（secondary punishm

ent

）
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
す
な

わ
ち
、「

再
犯
者
へ
の
再
度
の
処
罰
が
唯
一
直
接
的
に
目
指
す
の
は
、
可
能
で
あ
る
な
ら
、
改
心
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
し
か
し
、
す
べ
て
の
場
面
に
あ
っ
て
、
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そ
こ
に
置
か
れ
た
諸
個
人
が
発
す
る
自
ら
へ
の
命
令
に
対
す
る
十
分
な
従
順
と
訓
練
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

彼
等
が
社
会
の
な
か
で
そ
の
十
全
な
る
特
権
を
一
度
は
失
っ
た
後
、
再
び
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
る
前
に
、
彼
等
は
そ
れ
を
取
り
戻
す
に
値
し
、
そ
し
て

そ
れ
を
悪
用
し
そ
う
に
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
原
理
は
刑
罰
そ
れ
自
体
を
禁
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の

逆
に
、
刑
罰
は
悔
悛
と
従
順
の
心
を
引
き
起
こ
す
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
と
常
に
思
わ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
、
既
に
推
測
さ
れ
る
如
く
、
抑
止
力
を
有

す
る
実
物
が
置
か
れ
て
い
る
光
景
が
見
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
特
徴
を
持
っ
た
両
要
素
が

処
遇
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
慈
愛
に
満
ち
た
光
の
な
か
に
置
く
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
余
り
に
も
し
ば
し
ば
報
復
を
目

的
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
第
二
に
は
、
個
々
人
の
頑
迷
さ
に
対
し
て
は
常
に
そ
し
て
必
然
的
に
打
ち
勝
つ
法
律
を
明
示
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
多
く
は
頑
迷
さ
に
よ
っ
て
打
ち
負
か
さ
れ
て
し
ま
う
（
（（
（

。」

そ
し
て
こ
う
し
た
現
実
認
識
に
対
応
し
た
方
法
と
し
て
、
マ
コ
ノ
キ
ー
自
身
の
工
夫
の
言
葉
が
さ
ら
に
引
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
最
終
的
な
改
心
な
い
し
こ
れ
に
代
わ
り
得
る
持
続
的
な
従
順
さ
や
自
己
へ
の
命
令
が
、
か
く
し
て
再
犯
者
へ
の
再
度
の
処
罰
の
、
第
一
目
的
と
な
る

わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
採
用
さ
れ
る
手
続
き
を
過
去
に
向
け
た
特
定
の
刑
罰
と
未
来
に
向
け
た
特
定
の
訓
練
と
に
分
け
、
そ
し
て
次
に
、
後
の
段
階

で
の
こ
と
に
な
る
が
、
出
来
る
限
り
普
通
の
生
活
と
似
通
っ
た
関
係
に
な
る
よ
う
に
囚
人
た
ち
を
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
所
期
の
目
的
が

十
分
に
追
及
さ
れ
、
検
証
さ
れ
る
。（
グ
ル
ー
プ
分
け
の
際
に
は
、
と
り
わ
け
、
囚
人
自
身
が
自
分
た
ち
の
間
に
は
共
通
の
利
害
が
あ
る
の
だ
と
認
識
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
、
小
集
団
な
い
し
仲
間
に
細
分
化
さ
れ
、
そ
し
て
そ
う
し
た
け
れ
ば
そ
の
場
で
す
ぐ
満
足
を
も
た
ら
す
も
の
と
交
換
可
能
で
あ

り
、
か
つ
そ
れ
を
一
定
数
貯
め
る
こ
と
が
自
由
を
回
復
す
る
に
先
立
ち
必
要
と
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
称
賛
の
点マ

ー
ク数
と
い
う
形
で
賃
金
を
受
け
取
る
。）
か

く
し
て
社
会
の
な
か
で
社
会
に
対
す
る
準
備
が
行
な
わ
れ
、
行
動
的
、
社
会
的
な
美
徳
の
実
践
と
養
成
を
目
指
し
、
行
動
的
、
社
会
的
な
悪
徳
の
体
得
的
、

自
由
意
志
的
な
抑
制
を
目
指
す
、
そ
の
足
場
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。」

メ
ア
リ
ー
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
の
場
合
に
は
、
こ
の
「
点
数
」
制
度
を
一
九
世
紀
前
半
に
考
案
し
、
実
施
し
た
キ
ャ
プ
テ
ン
・
マ
コ
ノ
キ
ー
に
学
ん
だ
サ
ー
・

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ロ
フ
ト
ン
が
、
一
九
世
紀
後
半
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
行
な
っ
た
実
験
に
つ
い
て
さ
ら
に
議
論
を
展
開
し
て
行
く
が
、
本
稿
で
は
マ
コ
ノ
キ
ー

と
彼
の
上
司
に
当
た
る
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ッ
プ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
が
一
九
五
七
年
に
発
表
し
た
論
文
に
依
拠
し
て
、
マ
コ
ノ
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キ
ー
の
業
績
を
歴
史
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
な
か
で
考
察
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
一
九
五
六
年
に
は
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
が
「
犯
罪
学
の
先
駆
者
」
の
一
人
と

し
て
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
（
一
七
八
七
年
～
一
八
六
〇
年
（
（（
（

）」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
の
論
文
も
後
に
参
照
し
た
い
と

思
う
。

Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
論
文
「
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ッ
プ
ス
と
キ
ャ
プ
テ
ン
・
マ
コ
ノ
キ
ー
」
は
副
題
が
「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
試
み
ら
れ
た
行
刑
改

革
（
一
八
四
〇
～
四
四
年
）」
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

「
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ッ
プ
ス
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
に
と
っ
て
決
定
的
な
時
期
の
一
つ
（
一
八
三
八
～
四
六
年
）
に
お
い
て

そ
の
総
督
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
に
と
っ
て
決
定
的
な
時
期
だ
っ
た
。
彼
の
在
任
期
間
中
、
一
八
五
〇
年

以
前
の
三
大
主
要
問
題
が
争
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
植
民
地
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
囚
人
輸
送
の
是
非
、
よ
り
自
由
主
義
的
な
国
家

構
造
の
要
望
そ
し
て
大
牧
場
主
の
土
地
占
有
権
の
保
証
を
目
指
す
闘
争
で
あ
る
。
第
一
番
目
の
争
点
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
へ
の
本
国
イ

ギ
リ
ス
か
ら
の
囚
人
輸
送
が
終
了
し
た
一
八
四
〇
年
に
決
着
し
た
。
と
は
言
え
（
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
司
法
権
の
も
と
に
あ
っ
た
）
ノ
ー

フ
ォ
ー
ク
島
と
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
人
々
は
送
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
植
民
省
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
に
よ
っ
て
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
行
刑
改
革
上
の
実
験
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。」

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
は
一
七
八
七
年
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
生
ま
れ
、
早
く
父
親
を
亡
く
し
、
後
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
最
高
裁
判
所
判
事
と
な
っ
た

叔
父
の
庇
護
の
も
と
で
成
長
し
、
家
族
の
反
対
に
逆
ら
っ
て
英
国
海
軍
に
入
隊
し
、
職
業
軍
人
の
道
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
一
八
五
五
年
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
地
位

で
退
役
し
、
一
八
六
〇
年
に
七
三
年
間
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

こ
れ
だ
け
の
伝
記
的
事
項
で
マ
コ
ノ
キ
ー
を
見
る
と
、
一
生
を
軍
人
と
し
て
送
っ
た
人
物
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
一
八
一
五
年
頃
（
二
八
歳
頃
）
に
現
役

を
退
き
、
予
備
役
に
編
入
さ
れ
、
以
後
一
八
三
三
年
（
四
六
歳
）
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
コ
レ
ッ
ジ
の
初
代
地
理
学
教
授
に
就
任
し
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
三
年
後
に
同
職
を
辞
し
、
海
軍
時
代
の
友
人
の
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
（
今
日
の
タ
ス
マ
ニ

ア
）
に
そ
の
知
事
と
し
て
赴
任
す
る
に
際
し
て
、
彼
の
個
人
秘
書
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
一
八
三
七
年
（
五
〇
歳
）
ヴ
ァ
ン
・
デ

ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
に
あ
っ
た
当
時
「
点
数
」
制
度
を
着
想
し
た
と
Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
書
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
そ
れ
以
前
に
着
想
し
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て
い
た
と
の
解
釈
も
あ
る
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
そ
し
て
さ
ら
に
マ
コ
ノ
キ
ー
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
彼
に
は
す
べ
て
の
悪
の
根
源
は
固
定
さ
れ
、
短
縮
し
得
な
い
時
間
が
宣
告
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
囚
人
の
大
敵
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、（
中
略
）
労
働
と
良
き
行
な
い
に
お
い
て
は
時
間
を
計
測
す
べ
き
こ
と
を
助
言
し
た
。
こ
れ
ま
で
続
い
て
来
た
肉
体
へ
の
強

制
の
代
わ
り
に
、
努
力
へ
の
力
強
き
動
機
が
あ
れ
ば
、
人
間
は
退
歩
す
る
よ
り
進
歩
す
る
も
の
だ
と
彼
は
感
じ
た
の
で
あ
り
、
彼
の
点
数
制
度
は
あ
と
か

ら
自
然
に
付
い
て
来
た
の
で
あ
る
（
（（
（

」。

ま
さ
し
く
こ
の
マ
コ
ノ
キ
ー
の
発
想
の
な
か
に
本
稿
第
一
節
で
言
及
し
た
「
不
定
期
刑
の
宣
告
制
度
」
の
濫
觴
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
マ
コ
ノ
キ
ー
の

「
刑
罰
は
目
的
で
あ
る
べ
き
で
は
な
く
、
刑
事
政
策
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
（
（（
（

」
と
の
判
断
は
、「
当
時
は
、
そ
し
て
今
日
の
英
国
の
刑
事
制
度
に
お
い
て
で
も
、
当

の
事
柄
と
し
て
は
な
お
革
命
的
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
の
当
局
者
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
こ
と
は
、
理
解
出
来
る
こ
と
（
（（
（

」
で
あ
っ
て
、

彼
の
提
案
に
は
彼
の
雇
い
主
で
あ
り
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
知
事
た
る
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
反
対
し
、
結
局
彼
を
罷
免
す
る
に

至
っ
た
。

し
か
し
、
マ
コ
ノ
キ
ー
の
提
案
は
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
議
会
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
議
会
に
支
持
者
を
得
た
。
本
国
政
府
に
と
っ
て
は
準
備
を
し
て
い
た
問

題
で
あ
っ
た
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
の
改
革―

「
ほ
ぼ
長
さ
五
マ
イ
ル
、
幅
三
マ
イ
ル
で
、
気
候
に
恵
ま
れ
、
シ
ド
ニ
ー
の
東
北
東
一
〇
〇
〇
マ
イ
ル
の
西
太
平
洋

上
に
位
置
す
る
」、「
自
然
の
要
塞
（
（（
（

」
た
る
刑
務
所
改
革―
に
関
し
て
、
一
八
三
九
年
五
月
に
本
国
の
植
民
省
次
官
ノ
ー
マ
ン
ビ
ー
卿
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
総
督
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ッ
プ
ス
に
対
し
て
改
革
原
案
を
示
し
、
同
時
に
新
し
い
刑
務
所
長
の
人
選
に
関
し
て
マ
コ
ノ
キ
ー
の
名
前
を
挙
げ
た

が
、「
人
選
に
関
し
て
は
ジ
ッ
プ
ス
が
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
接
触
し
た
後
に
マ
コ
ノ
キ
ー
に
対
し
て
尤
も
な
反
対
意
見
を
抱
く
な
ら
ば
、
ジ
ッ
プ
ス
の
判
断
に
任

す
（
（（
（

」
と
し
た
。
ジ
ッ
プ
ス
は
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
に
特
使
を
派
遣
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
か
ら
「
私
た
ち
の
私
的
な
意
見
の
相
違
が
公
に
な
り
、

マ
コ
ノ
キ
ー
の
将
来
の
昇
進
を
妨
げ
る
こ
と
は
望
ま
な
か
っ
た
（
（（
（

」
と
の
返
答
を
得
て
、
マ
コ
ノ
キ
ー
の
就
任
が
決
ま
っ
た
。

一
八
三
九
年
一
一
月
に
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
首
都
シ
ド
ニ
ー
に
急
い
で
向
か
い
、
ジ
ッ
プ
ス
と
会
見
し
た
時
の
こ
と
を
、
マ
コ
ノ
キ
ー
は
次

の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ッ
プ
ス
は
大
変
好
意
的
に
私
を
迎
え
、
彼
自
身
の
経
験
か
ら
来
る
と
こ
ろ
の
あ
る
種
好
ま
し
か
ら
ざ
る
傾
向
は
隠
れ
も
な
か

― 16（115）―



っ
た
が
、
現
行
制
度
に
関
す
る
私
の
見
解
に
完
全
に
同
意
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
彼
は
私
の
主
張
の
す
べ
て
に
亘
っ
て
同
意
す
る
気
持
ち
に
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
私
自
身
は
気
付
か
な
か
っ
た
と
自
分
を
い
つ
わ
る
つ
も
り
は
な
い
。
彼
は
と
て
も
優
れ
た
人
間
で
あ
り
、
公
正

で
公
平
で
か
つ
気
高
い
が
、
し
か
し
徹
頭
徹
尾
軍
人
で
あ
っ
た
。
彼
が
崇
拝
す
る
の
は
秩
序
と
規
律
で
あ
り
（
中
略
）、
そ
し
て
私
は
調
停
し
よ
う
と
し

て
も
極
め
て
困
難
な
我
々
の
間
の
相
違
点
を
こ
こ
で
早
く
も
予
感
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
取
る
に
足
ら
ぬ
権
威
を
過
大
評
価
し
、
そ
し
て
私
が
私
の
制
度

全
体
を
そ
の
上
に
基
礎
づ
け
た
と
も
言
え
る
、
説
得
の
仕
方
と
私
が
呼
ぶ
も
の
を
過
小
評
価
し
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。」

こ
の
シ
ド
ニ
ー
で
の
会
見
を
経
て
、
マ
コ
ノ
キ
ー
は
西
太
平
洋
上
の
行
刑
改
革
の
実
験
場
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
一
八
四
〇
年
三
月
六
日
に
着
任
し
た
（
（（
（

。
ジ
ッ

プ
ス
は
自
ら
の
監
督
下
で
マ
コ
ノ
キ
ー
の
刑
務
所
改
革
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
承
認
し
た
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
際
し
て
ジ
ッ
プ
ス
と
マ
コ
ノ
キ
ー

の
間
で
は
、「
点
数
」
制
度
は
「
イ
ギ
リ
ス
本
国
か
ら
直
接
に
や
っ
て
来
る
新
し
く
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
（
（（
（

」
つ
ま
り
「
初
犯
者
」
へ
の
行
刑
と
し
て
の
み
行

な
わ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
初
犯
者
用
と
「
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
（
（（
（

」
再
犯
者
用
の
二
種
類
の

行
刑
制
度
を
「
ほ
ぼ
長
さ
五
マ
イ
ル
、
幅
三
マ
イ
ル
」
と
い
う
小
さ
な
島
で
同
時
に
行
な
う
と
い
う
趣
旨
の
合
意
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
マ
コ
ノ
キ

ー
自
身
は
彼
の
実
験
は
「
初
犯
者
」
に
対
し
て
の
み
試
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
初
犯
者
と
再
犯
者
の
両
方
が
い
る
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
は
彼
の
実
験
場
と
し

て
は
相
応
し
く
な
い
と
抗
議
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
へ
の
赴
任
と
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
こ
の
一
八
四
〇
年
三
月
に
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
活
動
を
開
始
し
た
マ
コ
ノ
キ
ー
に
関
し
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
マ
コ
ノ
キ
ー
は
到
着
し
て
直
ち
に
、『
初
犯
者
』
用
と
『
再
犯
者
』
用
と
い
う
別
個
の
制
度
を
運
用
す
る
こ
と
を
す
れ
ば
、
こ
の
島
の
狭
さ
か
ら
し
て
、

ま
た
す
べ
て
の
建
物
が
互
い
に
他
の
建
物
の
裏
庭
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
、
彼
の
実
験
は
失
敗
す
る
こ
と
に
気
が
付
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
彼
は
間
髪
を
置
か
ず
に
基
幹
に
触
れ
る
次
の
よ
う
な
決
定
を
行
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
両
集
団
を
合
流
さ
せ
、『
再
犯
者
』
が
点
数
制
度
に
参
加
す

る
こ
と
を
許
し
た
（
（（
（

。」

こ
の
マ
コ
ノ
キ
ー
の
決
定
を
ジ
ッ
プ
ス
は
ど
う
受
け
留
め
た
の
か
。
Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
さ
ら
に
こ
う
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
彼
（
ジ
ッ
プ
ス
）
は
『
初
犯
者
』
を
『
再
犯
者
』
と
合
流
さ
せ
、
か
く
し
て
再
度
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
の
規
律
と
管
理
の
仕
方
を
変

更
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
確
信
し
、
マ
コ
ノ
キ
ー
が
シ
ド
ニ
ー
を
出
発
す
る
前
に
彼
が
警
告
し
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
マ
コ
ノ
キ
ー
が
そ
の
二
集
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団
を
合
流
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
て
い
た
こ
と
を
マ
コ
ノ
キ
ー
に
思
い
出
さ
せ
た
。
ジ
ッ
プ
ス
は
法
的
お
よ
び
行
刑
学
的
に
マ
コ
ノ

キ
ー
と
対
立
し
た
の
だ
っ
た
（
（（
（

。」

ジ
ッ
プ
ス
自
身
の
言
葉
を
引
用
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
私
は
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
い
る
囚
人
全
員
な
い
し
任
意
の
数
の
囚
人
を
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
マ
コ
ノ
キ
ー
に
よ
っ
て
割
り
振
ら
れ
た
点
数
を
獲
得
し
た

か
ら
と
言
っ
て
す
ぐ
さ
ま
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
連
れ
戻
す
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
も
し
連
れ
戻
す
な
ら
こ
の
植
民
地
に

惹
起
す
る
で
あ
ろ
う
結
果
は
、
考
え
て
み
る
迄
も
な
く
余
り
に
深
刻
で
あ
る
。
既
に
私
は
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
今
起
り
つ
つ
あ
る
事
柄
に
関
す
る
報
告
が
、

ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
た
ち
の
間
で
常
に
抱
か
れ
て
い
る
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
輸
送
さ
れ
る
健
全
な
恐
怖
心
を
打

ち
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
少
な
く
と
も
当
面
の
と
こ
ろ
、
私
の
権
限
内
で
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
へ
の
輸
送
の
代
わ
り
に
他
の
種

類
の
刑
罰
を
執
行
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
（
（（
（

。」

ジ
ッ
プ
ス
か
ら
の
「
違
法
」
で
あ
る
と
の
警
告
に
直
面
し
て
も
、
マ
コ
ノ
キ
ー
は
持
論
の
正
当
性
を
自
ら
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
の
行

刑
学
上
の
実
験
を
続
行
し
た
の
だ
っ
た
。

本
国
の
植
民
省
次
官
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
卿
は
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
総
督
サ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ッ
プ
ス
に
対
し
て
一
八
四
〇
年
九
月
一
〇
日

付
の
書
簡
で
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
矯
正
が
刑
務
所
制
度
の
唯
一
の
目
的
た
る
べ
き
と
す
る
キ
ャ
プ
テ
ン
・
マ
コ
ノ
キ
ー
の
理
論
に
対
す
る
、
こ
こ
に
同
封
す
る
報
告
書
を
作
成
し
た
政

府
諸
部
署
と
私
が
意
を
共
に
す
る
異
論
に
も
係
わ
ら
ず
、
私
は
な
お
彼
の
直
接
の
監
督
下
で
実
験
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
が
、
も
し
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク

島
に
お
い
て
彼
の
運
営
の
仕
方
か
ら
瑕
疵
が
生
じ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
、
貴
官
が
彼
を
更
迭
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（
（（
（

。」

こ
う
し
た
書
簡
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
は
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
や
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
で
の
改
革
の
必
要
性
認
識
は
抱
き
、
か
つ
ノ
ー
フ

ォ
ー
ク
島
の
改
革
の
実
施
を
当
面
は
マ
コ
ノ
キ
ー
の
手
に
委
ね
な
が
ら
も
、
そ
の
改
革
案
の
内
容
そ
れ
自
体
を
評
価
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
統
治
の
人
事
権
を
持
つ
側
に
と
っ
て
は
「
再
犯
者
へ
の
再
度
の
処
罰
」
と
い
う
難
問
解
決
を
新
刑
務
所
長
に
期
待
は
し
て
も
、
そ
の
刑
務
所
長
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が
掲
げ
る
「
矯
正
が
刑
務
所
制
度
の
唯
一
の
目
的
」
だ
と
す
る
理
論
に
対
し
て
は
当
初
か
ら
不
信
の
念
を
抱
き
、
い
つ
で
も
彼
を
更
迭
す
る
用
意
は
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

確
か
に
、
実
験
が
開
始
さ
れ
た
、
そ
の
一
八
四
〇
年
中
に
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
お
け
る
「
矯
正
的
行
刑
規
律
」
の
新
制
度
た
る
「
点
数
」
制
度
が
打
ち
切
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
マ
コ
ノ
キ
ー
が
継
続
的
に
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
実
験
に
従
事
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
「
植
民
省
が
一
八
四
二
年
一
一
月

二
五
日
付
で
マ
コ
ノ
キ
ー
の
解
任
を
決
定
（
（（
（

」
す
る
ま
で
の
、
二
年
八
ヶ
月
間
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
間
の
マ
コ
ノ
キ
ー
に
つ
い
て
、
一
八

四
二
年
五
月
五
日
付
の
『
シ
ド
ニ
ー
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
は
彼
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
説
得
と
愛
撫
の
新
奇
理
論
」
と
酷
評
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
報
じ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
彼
は
そ
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
少
年
た
ち
を
大
勢
の
学
者
と
し
て
、
そ
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
大
人
た
ち
を
大
勢
の
学
生
と
し
て
扱
っ
た
。
つ
ま
り

彼
が
意
図
し
た
刑
務
所
と
は
大
き
な
学
校
、
潤
沢
な
資
金
を
持
っ
た
大
学
、
壮
大
な
規
模
の
高
等
学
校
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。」

マ
コ
ノ
キ
ー
の
後
任
は
メ
イ
ジ
ャ
ー
・
Ｊ
・
チ
ャ
イ
ル
ズ
（
（（
（

で
あ
り
、
彼
の
着
任
と
共
に
「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
は
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
に
編
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
島
で
の
拘
留
は
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
と
っ
て
は
輸
送
の
五
段
階
の
う
ち
の
第
一
段
階
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（（
（

。」

Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
一
八
四
四
年
二
月
ま
で
は
マ
コ
ノ
キ
ー
が
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
八
四
四
年
「
二
月
末
ま
で
に
は
マ
コ

ノ
キ
ー
の
実
験
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
消
し
去
ら
れ
た
（
（（
（

」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
か
ら
離
れ
て
か
ら
も
「
マ
コ
ノ
キ
ー
は
彼
の
理

想
を
捨
て
な
か
っ
た
（
（（
（

」
の
で
あ
り
、「
英
国
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
名
簿
の
な
か
で
、
彼
の
名
前
は
高
位
に
位
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（（
（

」
と
、
マ
コ
ノ
キ
ー
に

関
す
る
評
価
の
低
い
現
状
を
示
唆
し
て
、
そ
の
論
文
を
結
ん
だ
。
ま
た
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
は
そ
の
論
文
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
（
一
七
八
七
年
～

一
八
六
〇
年
）」
の
な
か
で
、
Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
と
同
様
に
マ
コ
ノ
キ
ー
に
関
す
る
評
価
の
低
さ
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
人
類
が
人
類
に
対
し
て
恩
恵
を
与
え
た
者
た
ち
よ
り
も
む
し
ろ
迫
害
を
与
え
た
者
た
ち
の
方
を
印
象
深
く
記
憶
す
る
と
い
う
こ
と
は
常
識
だ
が
、
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
運
動
の
先
駆
者
た
ち
が
労
苦
を
刻
ん
で
来
た
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
後
継
者
た
ち
か
ら
忘
却
さ
れ
あ
る
い
は
軽
視
さ
れ
る
速
さ
に
は
時

と
し
て
む
し
ろ
驚
か
さ
れ
る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ノ
キ
ー
（
中
略
）
の
運
命
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
（（
（

。」

さ
ら
に
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
は
こ
う
も
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
で
彼
が
出
会
っ
た
光
景
は
痛
ま
し
く
野
蛮
な
刑
罰
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
の
犠
牲
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
刑
罰

を
採
用
す
る
当
の
社
会
を
も
貶
め
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。」

こ
の
一
九
五
六
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
の
論
文
の
中
の
言
葉
は
、
台
湾
総
督
府
に
よ
る
統
治
時
代
に
、
日
本
国
内
で
は
施
行
さ
れ
て
い
な
い
笞

刑
を
台
湾
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
際
、
台
湾
法
院
長
鈴
木
宗
言
が
こ
れ
を
「
適
當
な
る
措
置
」
と
承
認
し
た
の
に
対
し
て
、
小
河
滋
次
郎
が
「
此
の
心
を
以
て

此
の
刑
を
作
る
、
左
ら
ぬ
た
に
弊
害
多
か
る
へ
き
笞
刑
の
前
途
其
の
如
何
に
社
會
を
蠧
毒
〔
と
ど
く
〕
す
る
の
甚
し
き
や
（
（（
（

」
と
批
判
し
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

る
。
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
よ
り
半
世
紀
前
の
発
言
で
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
Ｊ
・
Ｂ
・
バ
リ
ー
は
、
そ
の
一
九
五
六
年
の
論
文
の
な
か
で
、
一
八
四
二
年
に
刊
行

さ
れ
た
マ
コ
ノ
キ
ー
の
『
犯
罪
と
刑
罰
』
の
な
か
の
一
節
「
個
人
が
犠
牲
に
な
る
時
に
は
、
間
違
い
な
く
、
公
衆
も
間
接
的
に
傷
つ
く
（
（（
（

」
を
引
用
し
て
い
た
。

小
河
滋
次
郎
よ
り
半
世
紀
前
の
発
言
で
あ
っ
た
。

（
27
）M

ary Carpenter, R
eform

atory Prison D
iscipline, as developed by the R

t. H
on. Sir W

alter Crofton in the Irish Convict Prisons. Reprinted from
 

the 1872 Edition. (M
ontclair, N

ew
 Jersey: Patterson Sm

ith, 1967), Introduction, xiii.

（
28
）Ibid. xiv.

（
29
）Ibid. xv.

（
30
）John V

incent Barry, Pioneers in Crim
inology: X

II. A
lexander M

aconochie (1787 –1860), “T
he Journal of Crim

inal Law
, Crim

inology, and Police 
Science ”, V

ol.47, N
o.2 (1956), pp.145 –161.

（
31
）S. C. M

cCulloch, Sir George Gipps and Captain A
lexander M

aconochie: T
he A

ttem
pted Penal Reform

s at N
orfolk Island, 1840 –44, “A

ustralian 
H

istorical Studies ”, V
ol.7, Issue 28

(1957), p.387.

（
32
）Ibid., p.388. 

そ
の
原
注
6
に
あ
るK

athleen Fritzpatrick

に
よ
る
解
釈
を
参
照
。

（
33
）Ibid.

（
34
）Ibid., p.389.

（
35
）Ibid.

（
36
）Ibid.
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（
37
）Ibid., p.390.

（
38
）Ibid.

（
39
）Ibid.

（
40
）Ibid., p.391.

（
41
）Ibid.

（
42
）Ibid.

（
43
）Ibid., p.392.

（
44
）Ibid., p.393.

（
45
）Ibid.

（
46
）Ibid., p.392.

（
47
）Ibid., p.401.

（
48
）Ibid., p.400.　

な
お
、
Ｓ
・
Ｃ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
が
こ
こ
で
引
用
し
て
い
る
新
聞
記
事
に
お
い
て
、
刑
務
所
が
学
校
に
な
っ
て
い
る
と
の
軽
侮
の
論
調
は
、
処
遇
と
し
て
の
教

育
刑
が
常
識
と
な
っ
て
い
な
い
時
代
を
伝
え
て
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
マ
コ
ノ
キ
ー
に
よ
る
行
刑
理
論
に
お
け
る
演
劇
の
要
素
に
関
し
て
「
女
王
陛
下
の
誕
生
日
に
ポ
ン
チ

酒
を
振
る
ま
い
、
演
劇
の
実
演
で
楽
し
ん
だ
」（
三
九
三
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
こ
の
点
で
は
以
下
の
著
書
を
参
照
。Robert Jordan, T

he Convict T
heatres of E

arly 
A

ustralia 1788
–1840 (H

ertfordshire: U
niversity of H

ertfordshire, 2002).

（
49
）Ibid., p.404.

（
50
）Ibid., p.401.

（
51
）Ibid., p.405.

（
52
）Ibid. 

な
お
、
一
八
四
九
年
に
マ
コ
ノ
キ
ー
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
刑
務
所
長
に
招
聘
さ
れ
、
一
八
五
一
年
に
そ
の
職
を
辞
し
た
後
に
同
刑
務
所
で
起
こ
っ
た
不
正
事
件
に
関

し
て
は
、
以
下
の
論
文
を
参
照
。D

aw
n Roberts, T

he Scandal at Birm
ingham

 Borough Gail 1853: A
 Case for Penal Reform

, “ Journal of Legal H
istory ”, 

V
ol.7 (3), 1986, pp.315 –341.

（
53
）Ibid.

（
54
）John V

incent Barry, Pioneers in Crim
inology: X

II. A
lexander M

aconochie (1787 –1860), op. cit., p.145.

（
55
）Ibid., p.147.

（
56
）
小
河
滋
次
郎
『
笞
刑
論　

全
』（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
四
九
ペ
ー
ジ
。
拙
稿
「
小
河
滋
次
郎
と
そ
の
時
代
」、
前
掲
書
二
四
八
ペ
ー
ジ
に
引
用
。
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（
57
）John V

incent Barry, Pioneers in Crim
inology: X

II. A
lexander M

aconochie (1787 –1860), op. cit., p.150.

四
、
終
わ
り
に―

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
マ
コ
ノ
キ
ー
は
一
八
三
九
年
の
段
階
で
、
刑
務
所
と
い
う
「
社
会
の
な
か
で
社
会
に
対
す
る
準
備
が
行
な
わ
れ
」
る
こ
と
で
、

出
所
後
に
社
会
の
な
か
で
生
き
る
「
足
場
が
確
保
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
が
一
九
一
二
年
に
刊
行
し
た

自
伝
『
刑
務
所
勤
務
の
五
十
年
』
の
な
か
の
言
葉
か
ら
引
用
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
次
の
個
所
に
現
れ
て
い
る
そ
れ
と
重
な
る
と
こ
ろ
大
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
刑
務
所
長
は
収
容
者
た
ち
が
、
主
と
し
て
社
会
へ
の
復
帰
の
た
め
の
準
備
と
し
て
の
訓
練
に
役
立
ち
、
か
つ
間
接
的
に
は
賃
金
を
稼
ぐ
た
め
に
、
機

械
作
業
あ
る
い
は
そ
の
他
の
生
産
作
業
に
雇
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
（
（（
（

。」

こ
の
「
社
会
へ
の
復
帰
」（return to society
）
と
い
う
事
柄
を
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
は
別
の
個
所
で
は
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」（rehabilitation

）
と

い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
受
刑
者
の
矯
正
は
、
さ
ら
な
る
犯
罪
か
ら
公
共
社
会
を
守
る
に
適
し
た
手
段
を
十
分
に
持
っ
て
い
れ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
ず
含
む
は
ず

で
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
改
心
し
た
個
人
が
勤
勉
で
秩
序
正
し
く
暮
ら
す
人
た
ち
の
集
団
の
な
か
に
再
吸
収
さ
れ
、
以
前
の
過
ち
と
収
監

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
人
々
の
記
憶
の
中
か
ら
、
ま
た
自
己
を
貶
め
よ
う
と
す
る
自
身
の
心
の
中
か
ら
も
、
徐
々
に
だ
と
し
て
も
完
全
に
、
消
え
て

行
く
こ
と
を
意
味
す
る
（
（（
（

。」

問
題
は
、
こ
う
し
た
マ
コ
ノ
キ
ー
や
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
に
見
ら
れ
る
「
社
会
の
な
か
で
社
会
に
対
す
る
準
備
」
を
行
な
う
こ
と
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
目
指
す
行
刑
理
論
の
意
義
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
人
々
の
存
在
で
あ
る
。
個
人
（
受
刑
者
）
の
福
祉
と
社
会
の
安
全
の
両
方
を
考
え
る
の
が
今
日
の
行

刑
学
で
あ
る
と
す
る
時
、
本
稿
第
二
節
で
引
用
し
た
「
紀
律
ヲ
嚴
ニ
シ
テ
、
其
破
リ
タ
ル
紀
律
ニ
服
セ
シ
ム
ル
」（
明
治
四
一
年
の
小
山
温
監
獄
局
長
演
説
）

と
い
う
紀
律
一
辺
倒
の
行
刑
政
策
は
、
行
刑
学
的
論
争
に
値
す
る
か
否
か
は
別
に
し
て
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
目
指
す
行
刑
理
論
の
成
立
と
い
う
問
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題
に
と
っ
て
は
敵
対
す
る
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
で
は
最
後
に
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
の
自
伝
に
描
か
れ
た
、
彼
に
対
す
る
批
判
者
た
ち
の
存
在
に
つ
い

て
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
は
彼
が
監
督
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
エ
ル
マ
イ
ラ
矯
正
所
に
向
け
ら
れ
て
い
た
批
判
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
書
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
我
々
の
矯
正
の
方
法
は
単
な
る
感
情
論
で
あ
る
と
の
誤
っ
た
観
念
の
帰
結
た
る
、
一
定
の
偏
見
に
満
ち
た
世
論
は
、
実
際
の
事
柄
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
共
に
消
え
て
い
っ
た
。
州
議
会
議
員
と
何
人
か
の
州
行
政
官
僚
に
お
け
る
無
関
心
は
、
矯
正
所
の
運
営
が
い
か
な
る
政
治
的
党
派
性
も
排
斥
し

た
が
故
に
、
今
日
で
は
州
の
刑
務
所
制
度
の
な
か
で
の
当
該
制
度
の
重
要
性
の
高
ま
り
と
共
に
注
目
へ
と
転
じ
た
（
（（
（

。」

少
な
く
と
も
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
と
い
う
エ
ル
マ
イ
ラ
矯
正
所
長
の
場
合
、
矯
正
所
長
の
役
割
と
は
地
元
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
立
法
部
と
行
政
府
か
ら
の
理

解
を
得
る
こ
と
、
さ
ら
に
世
論
（public sentim

ent

）
か
ら
の
支
持
を
得
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
八
七
六
年
に
エ
ル

マ
イ
ラ
に
招
聘
さ
れ
る
以
前
、
一
八
五
四
年
か
ら
一
八
六
一
年
の
七
年
間
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
の
モ
ン
ロ
ー
郡
刑
務
所
長
に
在
職
し
た
当

時
の
こ
と
を
回
顧
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
刑
務
所
は
囚
人
を
雇
用
し
、
収
益
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
的
に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
刑
務
所
に
対
す
る
公
的
支
出
は
工
場
設
備
を
用
意
す
る

費
用
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
観
念
に
充
た
さ
れ
て
、
刑
務
所
事
業
を
選
定
し
、
組
織
す
る
こ
と
が
最
初
に
、
そ
し
て
自
然
に
こ
の
新
し
い
郡
刑
務

所
の
運
営
の
主
目
的
と
な
っ
た
。
今
日
で
も
、
経
済
的
考
察
に
最
近
で
は
大
部
分
取
っ
て
代
わ
っ
た
矯
正
的
目
標
と
い
う
光
の
中
で
、
推
進
力
と
な
る
原

理―

事
業
か
ら
の
収
益―

の
価
値
を
疑
う
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
原
理
が
当
時
に
あ
っ
て
市
民
生
活
向
上
の
主
因
だ
っ
た
し
、
個
々
人
の

発
達
の
基
礎
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
か
つ
最
新
の
分
析
で
今
現
在
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
、
良
好
な
経
済
こ
そ
世
論
が
要
求
し
、
人
々
か
ら
の
支
持
を
確
か
な

も
の
に
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
（
（（
（

。」

こ
う
し
た
、
刑
務
所
内
で
「
事
業
か
ら
の
収
益
」
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
る
刑
務
所
改
革
の
た
め
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
は
ま
ず
刑
務
所
長
た
ち
の
会
合
の
際

に
そ
の
同
僚
の
刑
務
所
長
た
ち
に
対
し
て
「
そ
の
計
画
を
説
明
し
、
提
言
す
る
（
（（
（

」
努
力
を
し
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
同
僚
か
ら
始
め
て
地
元
の
議
員
、
官

吏
そ
し
て
世
論
へ
と
売
り
込
み
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
一
定
の
支
持
を
得
て
、
改
革
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
の
戦
略
は
、
一
種
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
（
広
報
）
の
手
法
と
も
言
え
よ
う
か
。
結
果
と
し
て
生
ず
る
、
刑
務
所
改
革
へ
の
反
発
を
当
初
か
ら
予
想
し
、
積
極
的
に
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
（（
（

」
す
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な
わ
ち
説
明
責
任
を
果
た
そ
う
と
い
う
民
主
主
義
的
な
姿
勢
と
も
解
釈
出
来
よ
う
か
。
こ
こ
に
は
先
に
言
及
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
市
民

の
社
会
環
境
に
お
い
て
は
相
当
に
異
な
」
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
背
景
が
確
か
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
が
少
な
く

と
も
一
人
の
同
僚
と
は
鋭
く
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
次
に
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
同
僚
と
は
ハ
ワ
ー
ド
協
会
事
務
局
長
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
は
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
例
え
ば
、
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ワ
ー
ド
協
会
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
刑
務
所
建
築
お
よ
び
処
遇
に
関
し
て
独
房
で
の
隔
離
制
度
を
提
言
す
る
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
公
刊
さ
れ
る
機
関
誌
は
広
く
配
布
さ
れ
、
そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
『
エ
ル
マ
イ
ラ
制
度
』
を
悪
し
様
に
批
判
し
、
我
々
の
矯
正
所
を
『
王
宮
刑

務
所
』
と
呼
び
、
規
律
が
寛
大
に
過
ぎ
る
と
し
た
。
事
務
局
長
の
タ
ラ
ッ
ク
氏
は
し
ば
し
ば
、
彼
の
意
見
で
は
エ
ル
マ
イ
ラ
刑
務
所
で
提
供
さ
れ
る
機
会

と
衣
食
住
の
改
善
は
一
群
の
徹
底
し
た
自
由
居
住
者
た
ち
に
よ
る
犯
罪
を
誘
発
す
る
に
十
分
だ
と
公
言
し
て
来
た
。
タ
ラ
ッ
ク
氏
は
彼
が
言
及
し
た
自
由

居
住
者
た
ち
が
、
も
し
も
悪
辣
な
犯
罪
を
犯
し
が
ち
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
分
自
身
の
向
上
に
懸
命
で
あ
っ
た
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
あ
る

い
は
そ
の
た
め
に
自
ら
エ
ル
マ
イ
ラ
矯
正
所
の
訓
練
に
熱
心
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
ご
存
知
な
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
（
（（
（

。」

確
か
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ラ
ッ
ク
は
そ
の
著
書
『
行
刑
お
よ
び
犯
罪
予
防
論
』（
第
二
版
、
一
八
九
六
年
）
の
第
四
章
「
残
虐
な
寛
大
さ
か
ら
生
じ
る
社
会

的
犯
罪
」
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
の
エ
ル
マ
イ
ラ
矯
正
所
を
念
頭
に
置
き
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
法
律
と
行
刑
制
度
は
『
悪
に
手
を
染
め
る
者
た
ち
に
は
恐
怖
』
そ
の
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
手
ぬ
る
く
、
か
つ
本
質
的
に
非
効
率
的

な
仕
方
で
そ
う
し
た
犯
罪
を
犯
し
た
も
の
た
ち
を
扱
う
、
ま
っ
た
く
不
十
分
な
判
決
、
な
い
し
楽
し
さ
と
結
び
つ
い
た
収
監
の
制
度
は
い
か
な
る
も
の
で

も
、
そ
れ
自
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
良
の
要
素
を
損
な
う
深
刻
か
つ
残
虐
な
犯
罪
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
例
え
偽
物
の
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』、
あ
る

い
は
も
っ
と
も
ら
し
い
『
近
代
的
改
革
』
の
外
観
の
も
と
で
、
ま
こ
と
し
や
か
に
提
唱
さ
れ
よ
う
と
も
（
（（
（

。」

個
々
の
犯
罪
者
の
「
犯
罪
」
に
対
し
て
、
タ
ラ
ッ
ク
は
行
刑
当
局
が
そ
の
犯
罪
者
へ
の
処
遇
に
誤
る
時
、
そ
の
誤
っ
た
処
遇
方
法
を
「
社
会
的
犯
罪
」
と
定

義
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
監
獄
な
い
し
行
刑
制
度
が
わ
れ
わ
れ
が
撲
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
悪
の
製
造
に
お
い
て
最
大
の
拠
点
と
な
り
、
最
高
の
成
果
を
挙

げ
る
仕
組
み
に
余
り
に
も
し
ば
し
ば
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
恐
ろ
し
い
経
験
に
よ
っ
て
知
る
に
至
っ
て
い
る
（
（（
（

」
と
述
べ
、
行
刑
の
当
局
者
が
意
識

す
べ
き
自
己
批
判
の
論
理
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
「
社
会
的
犯
罪
」
を
「
規
律
が
寛
大
に
過
ぎ
る
」
エ
ル
マ
イ
ラ
矯
正
所
が
犯
し
て
い
る
の
だ
と
批
判
す
る
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側
の
タ
ラ
ッ
ク
の
主
張
と
、
批
判
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
の
主
張
と
を
比
較
す
る
時
、
少
な
く
と
も
本
稿
第
二
節
で
扱
っ
た
「
作
業
」
に
関
し
て
は
、
小
河

は
厳
格
に
「
作
業
ハ
行
刑
ノ
要
素
」
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
断
出
来
る
よ
う
に
、
マ
コ
ノ
キ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
よ
り
タ
ラ
ッ
ク
に
傾

い
た
行
刑
学
者
だ
っ
た
と
言
え
る
。
前
節
の
終
わ
り
で
は
、
マ
コ
ノ
キ
ー
と
小
河
の
親
和
性
を
確
認
し
て
お
り
、
英
米
の
行
刑
学
者
た
ち
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

小
河
滋
次
郎
を
さ
ら
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
58
）Zebulon Reed Brockw

ay, op.cit., p.290.

（
59
）Ibid. p.78.

（
60
）Ibid., pp.299 –300.

（
61
）Ibid. p.59.

（
62
）Ibid.

（
63
）A

ndrew
 Gordon, A

 M
odern H

istory of Japan, Second Edition (N
ew

 Y
ork, O

xford: O
xford U

niversity Press, 2009) p.122. 

こ
の
個
所
で
ア
ン
ド
ル
ー
・

ゴ
ー
ド
ン
は
明
治
憲
法
の
立
案
者
た
る
伊
藤
博
文
ら
に
関
し
て
、「
彼
等
は
官
僚
と
将
軍
に
国
民
一
般
に
対
す
る
特
別
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
無
し
に
支
配
し
続
け
る
こ
と

を
期
待
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
立
憲
制
以
前
の
太
政
官
制
が
明
治
二
三
年
以
後
も
消
え
る
こ
と
な
く
残
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
説
明
だ
と
解
釈
さ
れ
得
る
が
、
明
治
政
府
の

官
僚
の
一
人
た
る
小
河
滋
次
郎
に
国
民
へ
の
「
説
明
責
任
」
を
果
た
そ
う
と
の
積
極
的
な
姿
勢
が
あ
っ
た
か
否
か
で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
拭
い
得
な
い
。

（
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拙
稿
「
小
河
滋
次
郎
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
」、『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
第
一
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

後
記　

本
稿
で
引
用
し
た
『
自
明
治
十
七
年
十
一
月
至
昭
和
七
年　

刑
務
所
長
會
同
席
上
ニ
オ
ケ
ル
訓
示
演
述
注
意
事
項
集
』（
刑
務
協
會
、
昭
和
八
年
）
は

財
団
法
人
矯
正
協
会
・
矯
正
図
書
館
の
所
蔵
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
刑
務
所
長
會
同
の
前
身
た
る
、
明
治
一
七
年
に
始
ま
る
監
獄
事
務
諮
詢
會
に
関
す
る
『
監
獄

事
務
諮
詢
會
記
事
』（
矯
正
協
会
、
昭
和
五
〇
年
）
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
度
の
本
紀
要
論
文
に
て
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
故
佐
々
木

繁
典
氏
、
現
館
員
飯
島
来
紫
江
氏
な
ど
同
図
書
館
員
の
皆
様
よ
り
多
大
な
御
好
意
を
賜
っ
て
い
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
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